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大
阪
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
（
注
1
)

に
関
わ
る
「
懐
徳
堂

資
料
の
電
子
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
既
に
二
回
に
わ

た
っ
て
そ
の
具
体
的
成
果
の
一
部
を
発
表
し
た
。
―
つ
は
、
懐
徳

堂
初
代
学
主
三
宅
石
庵
の
講
義
内
容
を
筆
録
し
た
『
論
孟
首
章
講

義
』
の
全
文
テ
キ
ス
ト
化
（
注
2
)
、
今
―
つ
は
、
中
井
履
軒
が
懐
徳

堂
か
ら
独
立
し
て
開
い
た
私
塾
水
哉
館
の
蔵
書
の
目
録
で
あ
る
『
天

楽
楼
書
藉
遺
蔵
目
録
』
の
全
文
テ
キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
の
報
告
（
注
3
)

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
資
料
に
は
、
講
義
録
と
図
書
目
録
と
い
う
内
容
の

違
い
、
線
装
本
と
袋
帳
綴
と
い
う
テ
キ
ス
ト
形
態
の
相
違
な
ど
が

見
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
電
子
化
の
作
業
に
は
、
こ
う
し
た
性

格
の
相
違
に
即
し
た
適
切
な
処
理
と
い
う
点
が
課
題
と
し
て
掲
げ

ら
れ
た
。
た
だ
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
冊
（
資
料
全
体
）
を
ま

序

言

懐
徳
堂
学
派
の
『
論
語
』
注
釈

ー
泰
伯
篇
曽
子
有
疾
章
に
つ
い
て
|
|

る
ご
と
電
子
情
報
化
す
る
と
い
う
点
で
は
、
共
通
の
発
想
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
回
の
試
み
は
、
懐
徳
堂
文
庫
に
残
さ
れ
て

い
る
主
要
な
『
論
語
』
注
釈
を
対
象
と
し
、
そ
の
特
定
の
章
を
比

較
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
懐
徳
堂
学
派
の
『
論
語
』
注
釈
が

形
成
さ
れ
て
行
く
過
程
、
お
よ
び
懐
徳
堂
学
派
の
思
想
的
立
場
を

具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

前
二
者
が
あ
る
資
料
全
体
の
電
子
化
を
目
指
し
た
の
に
対
し
て
、

こ
れ
は
、
特
定
の
部
分
を
抽
出
し
、
情
報
を
関
連
づ
け
る
と
い
う

試
み
で
あ
る
。

従
来
、
こ
う
し
た
特
定
部
分
に
対
す
る
比
較
検
討
の
作
業
は
、

多
く
の
テ
キ
ス
ト
を
机
上
に
並
べ
て
該
当
部
分
を
逐
一
閲
覧
す
る

必
要
が
あ
り
、
繁
瑣
を
極
め
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
貴
重

書
を
保
管
す
る
図
書
館
・
博
物
館
な
ど
の
方
針
で
、
複
数
の
資
料
を

度
に
借
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
な
ど
の
問
題
も
あ
っ
た
。

神湯

林浅

裕邦

子弘

寺
門
日
出
男

石

飛

憲
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し
か
し
、
今
回
の
試
み
で
は
、
電
子
情
報
と
し
て
の
公
開
を
前

提
と
し
て
、
該
当
部
分
を
個
別
に
実
見
調
査
し
た
上
で
、
各
々
の

電
子
テ
キ
ス
ト
、
訓
読
、
現
代
語
訳
、
書
誌
情
報
、
解
説
を
作
成

し
、
更
に
そ
の
画
像
を
加
え
て
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
設
計
し

た
。
す
な
わ
ち
、
パ
ソ
コ
ン
端
末
で
、
あ
る
資
料
の
電
子
テ
キ
ス

ト
や
現
代
語
訳
を
読
め
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
の
文
献

の
文
字
情
報
と
画
像
情
報
と
を
随
意
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

我
々
の
研
究
会
（
注
4
)
は
、
こ
の
作
業
を
、
『
論
語
』
の
特
定
の
章

を
集
中
的
に
検
討
す
る
と
の
意
味
で
、
「
定
点
観
測
」
と
仮
称
し
て

作
業
を
進
め
、
実
際
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
画
面
で
も
、
「
定
点
観
測
ボ

タ
ン
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
次
の
よ
う
な
一
覧
が
提
示
さ
れ
、
閲

覧
者
が
自
由
に
ボ
タ
ン
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る。

も
と
よ
り
、
紙
媒
体
で
あ
る
本
稿
で
今
回
提
示
で
き
る
の
は
、

画
像
を
除
く
文
字
情
報
の
部
分
の
み
で
あ
る
。

対
象
と
し
た
章
は
、
曽
子
臨
終
の
際
の
言
を
記
し
た
と
さ
れ
る

『
論
語
』
泰
伯
篇
曽
子
有
疾
章
で
あ
る
。
曽
子
は
、
姓
名
を
曽
参

し

よ

と
言
い
、
字
は
子
輿
。
親
孝
行
の
人
と
し
て
知
ら
れ
、
『
孝
経
』
の

著
者
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
章
も
曽
子
が
臨

終
の
際
に
「
孝
」
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
と
す
る
理
解
が
通
行
し

て
い
る
。

対
象
と
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
三
宅
石
庵
・
五
井
持
軒
の
『
論
語
聞

が

き

い

か

り

せ

つ

け

い

ち

ょ

う

ば

く

ご

い

ら

ん

し

ゅ

う

ひ

ぷ

つ

へ

ん

書
』
、
井
狩
雪
渓
の
『
論
語
徴
駁
』
、
五
井
蘭
洲
の
『
非
物
篇
』
、

な

か

い

ち

く

ざ

ん

り

け

ん

ち

ょ

う

だ

い

ち

ょ

う

だ

い

り

ゃ

く

中
井
竹
山
の
『
非
徴
』
、
中
井
履
軒
の
『
論
語
離
題
』
『
論
語
離
題
略
』

ほ
う
げ
ん

『
論
語
逢
原
』
で
あ
る
（
注
5
)
。
各
々
原
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代

語
訳
、
解
説
を
記
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
注
釈
の
前
提
と
し
て
、

古
注
（
『
論
語
集
解
』
）
•
新
注
（
『
論
語
集
注
』
）
の
該
当
部
分
を

参
考
と
し
て
掲
載
す
る
。

こ
の
内
、
三
宅
石
庵
(
-
六
六
五

S
一
七
三

O
)
は
懐
徳
堂
の

初
代
学
主
で
あ
り
、
懐
徳
堂
官
許
の
認
可
が
お
り
た
享
保
十
一
年

（
一
七
二
六
）
に
『
論
語
』
『
孟
子
』
の
各
首
章
の
講
義
を
行
い
、

そ
の
筆
記
録
が
『
論
孟
首
章
講
義
』
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
五
井

持
軒
(
-
六
四
一

s
一
七
ニ
―
)
は
大
坂
の
地
に
学
問
を
扶
植
し

た
漢
学
者
で
、
後
に
懐
徳
堂
の
助
教
を
務
め
る
五
井
蘭
洲
の
父
で

あ
る
。
『
論
語
聞
書
』
は
、
こ
の
石
庵
・
持
軒
の
二
人
に
よ
る
『
論

(104) 
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語
』
の
講
義
を
、
受
講
者
が
速
記
し
、
後
に
改
め
て
清
書
し
た
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
井
狩
雪
渓
（
？

S
-
七
六
六
）
も
、
大
坂
の
儒
者
で
、

そ
の
著
『
論
語
徴
駁
』
は
、
荻
生
祖
彼
の
『
論
語
徴
』
を
論
駁
し

た
も
の
で
あ
る
。
書
中
に
富
永
仲
基
の
説
二
十
二
か
条
が
引
か
れ

て
い
る
点
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
同
様
に
、
五
井
蘭
洲
（
一

六
九
七

S
一
七
六
二
）
の
『
非
物
篇
』
、
中
井
竹
山
(
-
七
三

O
S

一
八

0
四
）
の
『
非
徴
』
も
『
論
語
徴
』
批
判
を
主
旨
と
す
る
書

で
あ
る
。
五
井
蘭
洲
は
初
期
懐
徳
堂
の
助
教
を
務
め
、
ま
た
、
後

に
懐
徳
堂
の
黄
金
期
を
築
く
中
井
竹
山
•
履
軒
兄
弟
の
師
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。
竹
山
は
、
蘭
洲
の
『
非
物
篇
』
を
校
訂
浄
書
し
た
後
、

天
明
四
年
(
-
七
八
四
）
、
自
著
の
『
非
徴
』
と
併
せ
て
懐
徳
堂
蔵

版
で
刊
行
し
た
。

そ
の
竹
山
の
弟
で
懐
徳
堂
学
派
の
内
、
最
大
の
学
術
的
業
績
を

残
し
た
の
が
、
中
井
履
軒
(
-
八
三
二

S
一
八
一
七
）
で
あ
る
。

兄
•
竹
山
が
懐
徳
堂
学
主
と
し
て
活
躍
し
た
の
に
対
し
、
履
軒
は
後

に
懐
徳
堂
を
離
れ
て
私
塾
水
哉
館
を
開
き
、
そ
こ
で
膨
大
な
経
学

研
究
を
展
開
し
て
い
く
。
初
め
履
軒
の
経
学
研
究
は
、
既
存
の
テ

キ
ス
ト
の
欄
外
に
自
説
を
書
き
加
え
る
こ
と
に
始
ま
り
（
『
七
経
離

題
』
）
、
そ
れ
ら
は
や
が
て
整
理
さ
れ
（
『
七
経
離
題
略
』
）
、
最
終

的
に
は
『
七
経
逢
原
』
と
し
て
完
成
し
た
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る

履
軒
の
『
論
語
離
題
』
『
論
語
離
題
略
』
『
論
語
逢
原
』
は
、
そ
う

し
た
履
軒
の
経
学
研
究
の
過
程
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
『
論
語
』
泰
伯
篇
曽
子
有
疾
章
の

本
文
と
訓
読
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

曽
子
有
疾
、
召
門
弟
子
日
、
「
啓
予
足
、
啓
予
手
。
詩
云
、
『
戦

戦
競
競
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
氷
』
。
而
今
而
後
、
吾
知
免
夫
、
小

子」。

や

ま

い

も

ん

て

い

し

め

わ

ひ

ら

曽
子
疾
有
り
。
門
弟
子
を
召
し
て
日
く
、
「
予
が
足
を
啓
け
、
予

が
手
を
啓
け
。
詩
に
云
う
、
『
戦
々
競
々
と
し
て
、
深
淵
に
臨
む
が

如
く
、
薄
氷
を
履
む
が
如
し
』
と
。
而
今
よ
り
し
て
後
、
吾
れ
免

し
よ
う
し

る
る
こ
と
を
知
る
か
な
、
小
子
」
と
。

曽
子
が
〔
重
い
〕
病
気
に
か
か
り
、
そ
の
門
人
た
ち
を
呼
び
集

め
て
言
わ
れ
た
。
「
〔
寝
具
を
開
い
て
〕
私
の
足
を
見
な
さ
い
。
私

の
手
を
見
な
さ
い
。
詩
に
『
戦
々
競
々
と
し
て
、
深
い
淵
に
臨
む

か
の
よ
う
に
、
薄
い
氷
を
踏
み
行
く
か
の
よ
う
に
』
と
い
う
。
今

よ
り
後
、
私
は
そ
の
よ
う
な
憂
い
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
、
お
ま
え
た
ち
よ
」
。

そ
し
て
、
こ
の
章
は
、
通
常
、
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。

(105) 
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【
原
文
】

鄭
日
、
「
『
啓
』
、
開
也
。
曽
子
以
為
受
身
体
於
父
母
、

【
凡
例
】本
文
の
翻
刻
・
注
釈
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
方
針
に
従
い
、

底
本
の
形
に
で
き
る
だ
け
忠
実
に
従
う
よ
う
留
意
し
た
。

一
、
表
記
は
原
則
と
し
て
原
文
に
従
う
。
但
し
、
明
ら
か
に
誤

字
と
思
わ
れ
る
も
の
は
改
め
、
ま
た
、
俗
字
・
異
体
字
の
類
は
、

常
用
漢
字
に
改
め
た
。

二
、
合
字
・
変
体
仮
名
な
ど
は
、
現
在
通
行
の
文
字
に
改
め
た
。

三
、
訓
読
に
際
し
て
は
、
訓
点
が
施
し
て
あ
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
そ
れ
に
従
っ
た
。
但
し
、
返
り
点
・
送
り
が
な
は
節
略

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
補
訂
し
た
箇
所
が
あ
る
。

四
、
『
論
語
離
題
』
『
論
語
離
題
略
』
『
論
語
逢
原
』
の
注
釈
は
、

便
宜
上
、
各
々
（
1
）（
2
)
な
ど
の
番
号
を
付
し
て
、
そ
の

区
分
を
明
示
し
た
。

五
、
現
代
語
訳
に
際
し
、
直
前
の
こ
と
ば
を
他
の
平
易
な
語
に

言
い
換
え
る
場
合
は
（
）
内
に
、
ま
た
こ
と
ば
を
補
う
場

合
は
〔
〕
内
に
記
し
た
。

一
、
『
論
語
集
解
』

不
敢
毀

傷
。
故
使
弟
子
開
会
而
視
之
也
。
」
孔
日
、
「
言
此
『
詩
』
者
、
喩

己
常
戒
慎
、
恐
有
所
毀
傷
。
」
周
日
、
「
乃
今
日
後
我
自
知
免
於
患

難
突
。
『
小
子
』
、
弟
子
也
。
呼
之
者
、
欲
使
聴
識
其
言
。
」

【
訓
読
】

、
身
体
は

て
い鄭
日
く
、
「
『
啓
』
と
は
、
開
な
り
。
曽
子
以
為
ら
く

き

し

ょ

う

ふ

す

ま

父
母
よ
り
受
く
れ
ば
、
敢
て
毀
傷
せ
ず
と
。
故
に
弟
子
を
し
て
会
を

開
き
之
を
視
し
む
る
な
り
」
と
。
孔
日
く
、
「
此
に
『
詩
』
を
言
う

お

の

れ

か

い

し

ん

た

と

は
、
己
常
に
戒
慎
し
て
、
毀
傷
す
る
所
有
ら
ん
こ
と
を
恐
る
る
に
喩

う
る
な
り
」
と
。
周
日
く
、
「
乃
ち
今
日
よ
り
後
、
我
自
ら
患
難
を

免
る
る
を
知
る
。
『
小
子
』
と
は
、
弟
子
な
り
。
之
を
呼
ぶ
は
、
其

の
言
を
聴
き
識
ら
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】

じ
ょ
う
げ
ん

鄭
玄
は
、
「
『
啓
』
と
は
、
開
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
曽
子
は

身
体
は
父
母
か
ら
授
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
決
し
て
傷
つ
け
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
弟
子
に
寝
具
を
開
か
せ
て
、

自
分
〔
の
体
〕
を
見
せ
た
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
孔
安
国

は
、
「
こ
こ
で
『
詩
経
』
〔
の
句
〕
を
〔
引
用
し
て
〕
言
っ
て
い
る

の
は
、
曽
子
が
常
に
用
心
し
、
身
体
を
損
傷
し
な
い
か
と
恐
れ
て

し
ゅ
う
せ
い
れ
つ

い
た
こ
と
を
替
え
た
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
周
生
烈
は
、

「
よ
う
や
く
今
日
よ
り
後
は
、
自
分
が
〔
身
体
を
損
傷
す
る
〕
心

配
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
『
小
子
』
と
は
、
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弟
子
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
（
弟
子
）
を
呼
ん
だ
の
は
、
そ
の
言

葉
を
聞
き
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
」
と
っ
て
い
る
。

二
、
『
論
語
集
注
』

【
原
文
】
「
夫
」
音
扶
。
「
啓
」
、
開
也
。
曽
子
平
日
以
為
身
体
受
於
父
母
、

不
敢
毀
傷
。
故
於
此
、
使
弟
子
開
会
而
視
之
。
『
詩
』
、
小
曼
之
篇
゜

「
戦
戦
」
、
恐
憚
、
「
競
競
」
、
戒
謹
。
臨
淵
、
恐
墜
、
履
氷
、
恐

陥
。
曽
子
以
其
所
保
之
全
示
門
人
、
而
言
其
所
以
保
之
之
難
如
此
、

至
於
将
死
、
而
後
知
其
得
免
於
毀
傷
也
。
「
小
子
」
、
門
人
也
。
語

畢
而
又
呼
之
、
以
致
反
復
丁
寧
之
意
。
其
警
之
也
深
突
。

程
子
日
、
「
『
君
子
日
終
、
小
人
日
死
。
』
君
子
保
其
身
、
以
没

為
終
其
事
也
。
故
曽
子
以
全
帰
為
免
突
。
」
手
氏
日
、
「
『
父
母
全

而
生
之
、
子
全
而
帰
之
。
』
曽
子
臨
終
而
啓
手
足
、
為
是
故
也
。
非

有
得
於
道
、
能
如
是
乎
。
」
疸
氏
日
、
「
身
体
猶
不
可
栃
也
。
況
栃

其
行
以
辱
其
親
乎
。
」

【
訓
読
】
「
夫
」
音
「
扶
」
。
「
啓
」
は
、
開
な
り
。
曽
子
平
日
以
為
ら
く
、

身
体
は
父
母
よ
り
受
く
れ
ば
、
敢
て
毀
傷
せ
ず
と
。
故
に
此
に
於

て
弟
子
を
し
て
会
を
開
き
之
を
視
し
む
る
な
り
。
は
小
曼
の

篇
な
り
。
「
戦
戦
」
は
恐
憚
、
「
競
競
」
は
戒
謹
な
り
。
淵
に
臨
ま

ば
、
墜
ち
ん
こ
と
を
恐
れ
、
氷
を
履
ま
ば
、
陥
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。

曽
子
其
の
保
つ
所
の
全
き
を
以
て
門
人
に
示
し
、
其
の
之
を
保
つ

か
く

所
以
の
難
き
こ
と
此
の
如
く
、
将
に
死
せ
ん
と
す
る
に
至
り
て
、

而
る
後
に
其
の
毀
傷
を
免
る
る
を
得
る
を
知
る
を
言
う
な
り
。
「
小

ぉ
ゎ

子
」
と
は
、
門
人
な
り
。
語
り
畢
り
て
又
之
を
呼
び
、
以
て
反
復

い
ま
し
む

丁
寧
の
意
を
致
す
。
其
の
之
を
警
る
や
深
し
。

程
子
日
く
、
「
『
君
子
は
終
と
日
い
、
小
人
は
死
と
日
う
。
』
君

子
は
其
の
身
を
保
ち
、
没
す
る
を
以
て
其
の
事
を
終
う
と
為
す
な

り
。
故
に
曽
子
全
く
し
て
帰
す
を
以
て
免
る
る
と
為
す
」
と
。
手

氏
日
く
、
「
『
父
母
全
く
し
て
之
を
生
め
ば
、
子
全
く
し
て
之
を
帰

す
。
』
曽
子
終
わ
り
に
臨
み
て
手
足
を
啓
く
は
、
是
を
為
せ
し
が
故

な
り
。
道
を
得
る
こ
と
有
る
に
非
ざ
れ
ば
、
能
＜
是
く
の
如
く
な

ら
ん
や
」
と
。
苑
氏
日
く
、
「
身
体
す
ら
猶
お
栃
く
可
か
ら
ず
。
況

ん
や
其
の
行
い
を
栃
き
て
以
て
其
の
親
を
辱
む
る
を
や
」
と
。

〖
現
代
語
訳
】

「
夫
」
の
音
は
扶
で
あ
る
（
「
夫
」
は
感
嘆
を
表
す
助
字
で
あ
る
）
。

「
啓
」
と
は
、
開
の
意
で
あ
る
。
曽
子
は
普
段
か
ら
、
身
体
は
父

母
か
ら
頂
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
決
し
て
損
傷
し
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
こ
（
臨
終
の
場
）
で
弟
子
た
ち
に

寝
具
を
開
か
せ
て
こ
れ
（
身
体
）
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。
『
詩
』
は
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『
詩
経
』
小
雅
・
小
斐
の
篇
〔
の
一
部
〕
で
あ
る
。
「
戦
戦
」
と
は

恐
れ
る
こ
と
、
「
競
競
」
と
は
戒
め
慎
む
こ
と
の
意
で
あ
る
。
淵
に

臨
め
ば
、
墜
ち
る
こ
と
を
恐
れ
、
〔
湖
沼
等
に
張
っ
た
〕
氷
を
踏
め

ば
、
陥
る
こ
と
を
恐
れ
る
。
曽
子
は
自
分
が
〔
身
体
を
〕
完
全
に

保
っ
て
い
る
こ
と
を
門
人
に
見
せ
、
こ
れ
（
身
体
）
を
保
つ
方
法

が
こ
の
（
淵
に
臨
み
、
氷
を
踏
む
）
よ
う
に
難
し
く
、
〔
今
〕
ま
さ

に
死
の
う
と
す
る
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
れ
（
身
体
）
を
損
傷

せ
ず
に
済
ん
だ
こ
と
を
知
っ
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
小
子
」

と
は
、
門
人
の
こ
と
で
あ
る
。
語
り
終
わ
っ
て
か
ら
再
び
こ
れ
（
門

人
）
を
呼
ん
で
、
繰
り
返
し
て
懇
切
に
告
げ
知
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

〔
こ
こ
で
の
〕
曽
子
の
弟
子
た
ち
に
対
す
る
戒
め
は
深
い
も
の
で

あ
る
。程
子
は
、
「
〔
人
の
死
を
〕
有
徳
者
の
場
合
は
終
と
言
い
、
徳
の

な
い
つ
ま
ら
な
い
人
物
の
場
合
は
死
と
言
う
〔
と
、
『
礼
記
』
檀
弓

上
篇
に
あ
る
〕
。
有
徳
者
は
自
分
の
身
体
を
損
傷
す
る
こ
と
な
く
保

っ
て
、
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
務
め
を
〔
無
事
に
〕
終
え
た
と

す
る
。
だ
か
ら
、
曽
子
は
〔
身
体
を
〕
完
全
な
ま
ま
で
〔
両
親
に
〕

帰
す
こ
と
で
免
れ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
手

氏
は
、
「
父
母
は
〔
欠
陥
の
な
い
〕
完
全
な
状
態
で
子
供
を
生
む
の

だ
か
ら
、
子
供
は
完
全
な
ま
ま
で
〔
身
体
を
〕
帰
す
〔
べ
き
だ
と
、

『
礼
記
』
祭
儀
篇
に
あ
る
〕
。
曽
子
が
臨
終
に
際
し
て
手
足
を
開
か

せ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
正
道
を
得

た
者
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
」
と
言
っ
て
い
る
。
苗
氏
は
、
「
身
体
で
さ
え
損
傷
し
て

は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
そ
の
（
自
分
の
）
行
為
を
欠
い
て
（
不
道

徳
な
行
い
を
し
て
）
親
を
辱
め
る
よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対
に
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

【
解
説
】
『
論
語
』
の
注
釈
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。
漢
代

か
ら
唐
代
の
儒
者
に
よ
る
古
注
と
宋
代
以
降
に
行
わ
れ
た
新
注
で

か

あ

ん

ろ

ん

ご

あ
る
。
前
者
は
、
三
国
時
代
魏
の
学
者
何
晏
の
編
集
し
た
『
論
語

集
解
』
に
代
表
さ
れ
、
主
と
し
て
個
々
の
字
句
の
注
解
に
主
眼
を

置
い
た
。
今
日
で
も
、
『
論
語
』
を
読
む
場
合
、
先
ず
参
照
さ
れ
る

の
は
、
こ
の
古
注
系
の
注
釈
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
集
解
』
に
代
表

さ
れ
る
訓
詰
注
釈
的
学
問
は
、
仏
教
や
道
教
の
台
頭
に
押
さ
れ
る

形
で
、
次
第
に
思
想
的
な
活
力
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。

宋
代
に
興
っ
た
新
し
い
儒
学
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え

よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
っ
た
。
そ
の
大
成
者
で
あ
る
朱

子
の
経
書
注
釈
は
、
個
々
の
字
句
の
解
釈
に
止
ま
る
の
で
は
な
く
、

そ
こ
か
ら
聖
人
孔
子
の
心
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
哲
学
的
・
実
践
的

性
格
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
朱
子
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
の
が
、

ろ
ん
ご
し
っ
ち
ゅ
う

『
論
語
集
注
』
（
新
注
）
で
あ
る
。

古
注
と
新
注
の
学
問
の
性
格
の
相
違
は
、
『
論
語
』
の
個
々
の
解
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釈
に
も
反
映
さ
れ
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。
本
章
に
関
し
て
は
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
が
、
『
論
語
集
注
』
（
新
注
）

の
側
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
『
集
解
』
（
古
注
）
に
比
べ
、
曽
子
を
称
揚
し
て
い
る

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
朱
子
学
で
は
、
曽
子
を
孔
子
の
正
統
な
後
継

者
と
捉
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
集
注
に
お
い
て
も
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
曽
子
を
顕
彰
・
擁
護
す
る
。
例
え
ば
、
『
論
語
』
先
進
篇
の
、

い
わ
ゆ
る
「
孔
門
の
十
哲
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
章
で
は
、
十
人

の
中
に
曽
子
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
「
門
人

も

と

あ

づ

か

の
賢
者
、
固
よ
り
此
に
止
ま
ら
ず
。
曽
子
道
を
伝
う
る
も
与
ら
ず
。

故
に
十
哲
は
世
俗
の
論
な
る
を
知
る
」
と
論
じ
て
い
る
も
の
な
ど

は
、
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
こ
の
章
で
も
、
程
子
は
曽
子
を

「
君
子
」
と
し
、
手
氏
は
曽
子
を
「
道
」
の
体
得
者
と
評
し
て
い

る。
第
二
に
、
独
自
の
道
徳
論
を
展
開
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
章
の
注
釈
で
は
、
「
身
体
の
損
傷
」
以
上
に
「
不
道
徳
な
行
為
」

が
警
戒
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
配
置
さ
れ
た
疸
氏
の
言
葉
、
「
身
体

で
さ
え
損
傷
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
そ
の
〔
自
分
の
〕
行
為

を
欠
い
て
〔
不
道
徳
な
行
い
を
し
て
〕
親
を
辱
め
る
よ
う
な
こ
と

は
、
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
は
、
そ
れ
を
端
的
に
語
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
『
集
注
』
は
、
肉
体
を
傷
つ
け
る
と
い
う
「
外
」
の

毀
損
よ
り
も
、
道
徳
の
不
履
行
と
い
う
「
内
」
の
堕
落
を
戒
め
よ

、
『
非
物
篇
』

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
解
釈
は
、
『
論
語
』
本
文
か
ら
直
接
導
き

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
新
注
の
哲
学
的
・
実
践
的
性
格
が

看
取
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
恣
意
的
な
解
釈
に
陥
る

一
面
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

【
原
文
】
『
徴
』
日
、
鄭
玄
引
『
孝
経
』
之
文
。
然
『
孝
経
』
本
謂
免
於

刑
裁
也
。
身
謂
剃
与
宮
、
体
謂
別
、
髪
謂
晃
、
膚
謂
墨
。
故
身
体

髪
膚
四
字
、
指
五
刑
而
言
之
。

非
日
、
易
鯨
以
晃
者
、
秦
漢
之
刑
、
周
時
無
之
。
唯
『
周
礼
』

掌
裁
日
、
「
晃
者
使
守
積
。
」
前
鄭
日
、
「
晃
当
為
完
。
謂
但
居
作

三
年
、
不
栃
体
者
也
。
」
後
鄭
乃
謂
「
晃
、
発
頭
也
。
」
前
説
為
是
゜

呉
廷
翰
日
、
「
先
儒
謂
『
周
礼
』
非
尽
出
周
公
。
如
大
司
楽
所
論
楽

律
、
自
相
惇
戻
。
」
呉
幼
清
論
其
不
経
、
所
論
良
是
。
方
孝
播
謂
「
條

狼
氏
車
頓
鞭
五
百
者
、
秦
漢
以
降
之
法
、
登
成
周
盛
時
之
所
宜
有

耶
。
予
於
此
書
、
取
其
合
於
周
官
与
聖
人
之
道
者
而
巳
。
区
々
法

制
、
散
乱
易
置
之
余
、
未
能
尽
信
也
。
」
此
弁
甚
是
。
乃
実
若
後
鄭
、

亦
不
足
証
突
。

祖
練
又
日
、
「
若
以
保
護
身
体
為
説
、
其
説
終
不
可
通
者
突
。
」
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此
蓋
以
為
与
殺
身
以
成
仁
相
抵
梧
゜
殊
不
知
「
戦
陳
無
勇
、
非
孝
」

也
。
荀
照
大
義
乎
。
死
生
所
不
論
。
況
髪
膚
乎
。
『
孝
経
』
所
言
、

亦
唯
明
孝
有
終
始
巳
。
不
敢
毀
傷
、
孝
之
始
、
小
子
之
所
守
也
。

登
逮
以
五
刑
言
之
乎
゜

【
訓
読
】
『
徴
』
に
日
く
、
鄭
玄
『
孝
経
』
の
文
を
引
く
。
然
れ
ど
も

も

と

け

い

り

く

ぎ

き

中

う

経
』
本
刑
裁
を
免
る
る
を
謂
う
な
り
。
身
と
は
削
と
宮
と
を
謂
い
、

げ

つ

こ

ん

ぽ

く

体
と
は
別
を
謂
い
、
髪
と
は
発
を
謂
い
、
膚
と
は
墨
を
謂
う
。
故

に
身
体
髪
膚
の
四
字
、
五
刑
を
指
し
て
之
を
言
う
。

げ
心

非
に
日
く
、
孵
に
易
う
る
に
晃
を
以
て
す
る
は
、
秦
漢
の
刑
に

し
ゅ
ら
い
し
ょ
う
り
（

し
て
、
周
の
時
之
無
し
。
唯
『
周
礼
』
掌
裁
に
曰
く
、
「
晃
者
を
し

て
積
を
守
ら
使
む
」
と
。
前
鄭
日
く
、
「
晃
当
に
完
と
為
す
べ
し
。

こ
う
て
い

但
居
作
三
年
、
体
を
栃
か
ざ
る
者
を
謂
う
な
り
」
と
。
後
鄭
乃
ち

謂
え
ら
く
、
「
発
と
は
、
晃
頭
な
り
」
と
。
前
説
是
た
り
。
呉
廷
翰

こ
と
ご
と

日
く
、
「
先
儒
謂
え
ら
く
、
『
周
礼
』
尽
く
は
周
公
に
出
づ
る
に
非

ず
と
。
大
司
楽
論
ず
る
所
の
楽
律
の
如
き
、
自
ら
相
い
悸
戻
す
」

ご

よ

う

せ

い

ま

こ

と

ぜ

ほ

う

こ

う

じ

ゅ

と
。
呉
幼
清
其
の
不
経
を
論
じ
、
論
ず
る
所
良
に
是
な
り
。
方
孝
播

謂
え
ら
く
「
條
狼
氏
の
車
頓
・
鞭
五
百
は
、
秦
漢
以
降
の
法
に
し
て
、

せ

い

し

ゅ

う

わ

れ

登
に
成
周
盛
時
の
宜
し
く
有
る
べ
き
所
な
ら
ん
や
。
予
此
の
書
に

於
て
、
其
の
周
官
と
聖
人
の
道
と
に
合
す
る
者
を
取
る
の
み
。
区

え

き

ち

々
の
法
制
、
散
乱
易
置
の
余
、
未
だ
尽
く
は
信
ず
る
能
わ
ざ
る
な

乃
ち
実
に
後
鄭
の
若
き
も
、
亦

ぜ

り
」
と
。
此
の
弁
甚
だ
是
な
り
。

た
証
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

祖
練
又
日
く
、
「
若
し
身
体
を
保
護
す
る
を
以
て
説
と
為
さ
ば
、

其
の
説
終
に
通
ず
可
か
ら
ざ
る
者
あ
り
」
と
。
此
れ
蓋
し
以
て
身

を
殺
し
以
て
仁
を
成
す
と
相
抵
梧
す
と
為
す
。
殊
に
「
戦
陳
勇
無

き
は
孝
に
非
ず
」
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
荀
し
く
も
大
義
に
照
ら
さ

ん
か
。
死
生
す
ら
論
ぜ
ざ
る
所
な
り
。
況
ん
や
髪
膚
を
や
。
『
孝
経
』

の
言
う
所
も
、
亦
た
唯
だ
孝
に
終
始
有
る
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
。

敢
て
毀
傷
せ
ざ
る
は
、
孝
の
始
め
に
し
て
、
小
子
の
守
る
所
な
り
。

に
わ

登
に
逮
か
に
五
刑
を
以
て
之
を
言
わ
ん
や
。

【
現
代
語
訳
〗

『
論
語
徴
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
鄭
玄
は
『
孝

経
』
の
文
を
引
い
て
〔
『
論
語
』
の
こ
の
章
を
解
釈
し
て
〕
い
る
。

し
か
し
、
『
孝
経
』
〔
の
「
身
体
髪
膚
之
を
父
母
に
受
く
。
敢
て
毀

傷
せ
ざ
る
は
孝
の
始
め
な
り
」
と
い
う
文
〕
は
、
本
来
、
刑
罰
を

受
け
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
身
」
と
は
鼻
切
り
の

刑
と
宮
刑
と
を
指
し
、
「
体
」
と
は
足
切
り
の
刑
を
指
し
、
「
髪
」

と
は
髪
剃
り
の
刑
を
指
し
、
「
膚
」
と
は
入
れ
墨
の
刑
を
指
す
。
従

っ
て
、
「
身
体
髪
膚
」
の
四
字
は
、
五
刑
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の

で
あ
る
、
と
。

〔
祖
彼
の
説
を
〕
謗
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
入
れ
墨
の
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代
わ
り
に
髪
剃
り
を
し
た
の
は
、
秦
・
漢
時
代
の
刑
罰
で
あ
り
、
〔
曽

子
が
生
き
て
い
た
〕
周
の
時
代
に
は
、
〔
ま
だ
〕
無
か
っ
た
。
た
だ
、

『
周
礼
』
掌
数
に
は
、
「
晃
者
を
し
て
積
を
守
ら
使
む
」
と
〔
い
う

記
述
が
〕
あ
る
。
〔
こ
の
晃
字
に
つ
い
て
〕
鄭
衆
は
「
『
晃
』
は
『
完
』

の
字
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
労
役
の
刑
に
服
し
て
三
年
間
、
体
を

損
な
わ
な
か
っ
た
者
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
」
と
言
い
、
鄭
玄

は
「
『
鹿
』
と
は
頭
を
剃
る
こ
と
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
前
者

（
鄭
衆
）
の
説
が
正
し
い
。
呉
廷
翰
は
「
先
学
は
、
『
周
礼
』
は
周

公
旦
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
（
偽
作
も
含
ま

れ
て
い
る
）
と
言
っ
て
い
る
。
大
司
楽
が
楽
律
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る
も
の
な
ど
は
、
道
理
に
も
と
っ
て
い
る
。
」
と
言
っ
て
い
る
。

呉
幼
清
は
『
周
礼
』
が
〔
聖
人
が
定
め
た
本
物
の
〕
経
典
で
な
い

こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
論
は
誠
に
も
っ
と
も
で
あ
る
。
方

孝
播
は
、
「
『
周
礼
』
條
狼
氏
（
『
周
礼
』
の
篇
名
）
に
あ
る
車
頼

（
車
裂
き
の
刑
）
や
鞭
五
百
〔
の
刑
罰
〕
は
、
秦
漢
以
降
の
法
で

あ
っ
て
、
周
王
朝
の
全
盛
期
に
こ
の
よ
う
な
法
が
あ
っ
た
筈
が
な

い
。
私
は
〔
『
周
礼
』
に
つ
い
て
は
〕
『
書
経
』
周
書
と
聖
人
の
道

と
に
合
致
す
る
も
の
だ
け
を
信
頼
す
る
。
〔
『
周
礼
』
に
書
か
れ
て

い
る
〕
瑣
末
な
法
制
は
、
散
乱
し
て
取
り
替
え
ら
れ
た
結
果
の
も

の
で
あ
り
、
全
部
を
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
い

る
。
こ
の
弁
は
全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
。
か
く
て
鄭
玄
の
説
と
い

え
ど
も
証
拠
と
す
る
に
は
足
り
な
い
の
で
あ
る
。

祖
株
は
更
に
、
「
も
し
〔
『
論
語
』
の
こ
の
章
が
〕
身
体
を
保
護

す
る
と
い
う
意
味
で
説
か
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
説
は
意
味

が
通
じ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
言
っ
て
い
る
。
〔
し
か
し
〕

こ
の
考
え
方
は
、
自
己
の
身
を
殺
し
て
仁
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
（
『
論

語
』
衛
霊
公
篇
に
「
子
日
く
、
志
士
仁
人
は
、
生
を
求
め
て
以
て

仁
を
害
す
る
こ
と
無
く
、
身
を
殺
し
て
以
て
仁
を
成
す
こ
と
有
り
」

と
あ
る
こ
と
）
と
矛
盾
す
る
。
と
り
わ
け
、
「
戦
陣
に
お
い
て
勇
が

無
い
の
は
孝
で
は
な
い
」
〔
と
い
う
『
礼
記
』
祭
義
篇
に
あ
る
曽
子

の
言
莱
〕
を
知
ら
な
い
〔
論
で
あ
る
〕
。
仮
に
も
大
義
に
照
ら
せ
ば
、

生
死
す
ら
問
題
に
な
ら
な
い
。
ま
し
て
髪
や
肌
〔
を
損
傷
す
る
こ

と
〕
な
ど
、
問
題
に
な
ら
な
い
。
『
孝
経
』
が
言
っ
て
い
る
こ
と
も
、

孝
に
終
始
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
〔
身

体
髪
膚
を
〕
決
し
て
損
傷
し
な
い
の
は
、
孝
の
第
一
歩
で
あ
り
、

弟
子
た
ち
の
守
る
〔
べ
き
〕
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
だ
し
ぬ
け

に
五
刑
を
持
ち
出
し
て
こ
の
章
を
解
く
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

【
解
説
】
『
非
物
篇
』
は
、
五
井
蘭
洲
の
書
で
、
荻
生
祖
練
の
『
論
語
徴
』

を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
蘭
洲
が
江
戸
に
在
住
し

て
い
た
頃
(
-
七
二
九

S
一
七
四

O
)
に
起
稿
さ
れ
た
が
、
懐
徳

堂
に
戻
っ
て
以
降
も
推
敲
を
重
ね
、
自
身
が
清
書
本
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ
の
草
稿
を
、
蘭
洲
没
後
に
中
井
竹
山
•
履
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軒
が
校
訂
し
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
竹
山
が
序
文
を
撰
し
、

本
文
を
清
書
し
た
も
の
が
、
現
在
、
懐
徳
堂
文
庫
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
翌
明
和
四
年
(
-
七
六
七
）
、
竹
山
は
『
非
物
篇
』
の
続
編

と
し
て
『
非
徴
』
を
撰
し
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
、
『
非
物
篇
』

と
と
も
に
懐
徳
堂
蔵
版
で
刊
行
し
た
。

こ
の
『
非
物
篇
』
で
批
判
さ
れ
て
い
る
荻
生
祖
彼
は
、
古
文
辞

学
を
興
し
た
こ
と
で
名
高
い
。
江
戸
時
代
前
期
に
は
朱
子
学
が
盛

行
し
て
い
た
が
、
祖
彼
は
経
書
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
朱
子
の

よ
う
な
、
は
る
か
後
世
の
学
者
が
撰
し
た
注
釈
に
頼
る
べ
き
で
は

な
く
、
経
書
が
著
さ
れ
た
時
代
の
古
言
古
語
を
研
究
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
唱
え
た
。
こ
の
古
文
辞
学
は
、
『
非
物
篇
』
序
に
「
洪

水
猛
獣
の
害
」
と
形
容
さ
れ
る
よ
う
に
、
享
保
年
間
(
-
七
一
六

s
一
七
三
五
）
か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
全
国
を
席
巻
し

た
。
古
文
辞
学
の
特
長
は
、
儒
学
に
古
典
解
釈
学
と
し
て
の
新
し

い
一
面
を
開
い
た
こ
と
で
あ
り
、
後
の
国
学
成
立
に
も
影
響
す
る

な
ど
、
江
戸
時
代
の
学
術
・
文
化
に
お
い
て
、
ま
さ
に
画
期
的
な
も

の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
従
来
の
儒
学
の
中

心
で
あ
っ
た
道
徳
の
学
が
、
相
対
的
に
軽
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
と

い
う
面
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
古
文
辞
学
が
関
東
か
ら
波
及
し
て
き

た
こ
と
に
対
し
、
や
が
て
京
・
大
坂
の
儒
者
た
ち
が
、
道
徳
学
復
興

の
目
的
か
ら
、
ま
た
、
東
に
対
す
る
西
の
対
抗
意
識
か
ら
、
祖
練

四
、
『
非
徴
』

批
判
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
こ
の
動
き
が
後
の
寛
政

異
学
の
禁
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
蘭
洲

の
『
非
物
篇
』
は
、
こ
う
し
た
反
祖
練
運
動
の
先
駆
と
言
え
る
。

本
章
に
お
い
て
も
、
祖
練
の
解
釈
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。

祖
彼
は
従
来
の
解
釈
を
覆
し
、
「
身
体
髪
膚
」
を
「
五
刑
」
（
古
代

の
刑
罰
）
の
意
に
解
し
た
上
で
、
本
章
は
、
曽
子
が
終
生
刑
罰
を

受
け
な
か
っ
た
こ
と
を
臨
終
に
際
し
て
弟
子
た
ち
に
示
し
た
も
の
、

と
説
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
蘭
洲
は
冷
静
な
筆
致
で
具
体
的
な
反

証
を
列
挙
し
、
「
五
刑
」
を
援
用
し
た
解
釈
が
大
き
な
誤
り
で
あ
る

こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

確
か
に
、
祖
練
の
『
論
語
徴
』
に
は
、
斬
新
な
『
論
語
』
解
釈

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
現
代
の
『
論
語
』
研
究
に
お
い
て
参
考

に
さ
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
朱
子
の
説
を
否
定
す

る
余
り
、
往
々
に
し
て
牽
強
附
会
の
説
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
。
こ

の
章
に
お
け
る
祖
練
の
解
釈
も
か
な
り
強
引
な
も
の
で
あ
る
。
蘭

洲
は
中
国
の
諸
儒
の
説
を
引
き
、
ま
た
、
『
礼
記
』
の
曽
子
の
言
葉

を
根
拠
と
し
て
、
こ
れ
に
反
駁
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
論
に
は
説

得
力
が
あ
り
、
客
観
的
に
見
て
蘭
洲
に
軍
配
を
上
げ
ざ
る
を
得
な

。ヽし
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【
原
文
】
『
徴
』
日
、
観
春
秋
時
、
諸
侯
大
夫
之
言
、
毎
以
獲
全
首
領
終

於
澗
下
、
為
幸
突
。
古
時
議
論
皆
爾
。
後
世
士
君
子
、
驚
架
自
高
、

志
気
如
狂
。
乃
以
此
等
言
。
為
卑
不
足
行
也
。
「
吾
知
免
夫
」
之

「
免
」
、
亦
謂
免
於
刑
裁
也
。
『
論
語
』
中
「
免
」
字
皆
然
。
曽
子

在
無
道
之
世
。
故
以
此
為
幸
焉
。
若
以
保
護
身
体
為
説
、
其
説
終

有
不
可
通
者
。

非
日
、
『
記
』
日
、
「
父
母
全
而
生
之
、
子
全
而
帰
之
、
可
謂
孝

突
。
不
鮨
其
体
、
不
辱
其
身
、
可
謂
全
突
。
」
斯
言
也
、
孔
子
伝
之

曽
子
、
曽
子
伝
之
楽
正
子
春
。
其
為
聖
門
至
教
、
可
知
也
已
突
。

其
義
与
是
章
相
発
。
故
先
儒
往
々
引
以
為
説
。
蓋
唯
若
曽
子
啓
手

足
易
華
院
、
而
後
為
能
践
其
言
癸
。
子
張
病
、
召
申
祥
日
、
「
君
子

日
終
、
小
人
日
死
。
吾
今
日
其
庶
幾
乎
。
」
此
亦
与
是
章
近
似
焉
。

「
庶
幾
乎
」
、
猶
言
「
免
夫
」
也
。
大
賢
君
子
、
守
身
之
重
、
而
克

一
其
帰
、
亦
可
以
見
焉
。
登
夫
人
而
得
皆
然
乎
。
「
免
」
、
謂
免
責
゜

如
「
難
乎
免
於
今
之
世
突
。
」
只
謂
免
禍
、
何
必
刑
数
。
『
徴
』
泥

「
民
免
無
趾
」
・
「
邦
無
道
免
刑
戦
」
等
、
謂
『
論
語
』
中
皆
然
者
、

硬
突
。
若
夫
諸
侯
大
夫
、
称
獲
全
首
領
終
於
澗
下
、
猶
与
士
庶
言

先
朝
露
填
溝
堅
之
類
。
言
語
之
道
為
爾
、
笑
必
以
此
為
幸
願
哉
。

渠
以
為
古
時
議
論
。
是
何
議
論
之
有
。
可
晒
突
。
果
以
獲
全
首
領
、

為
全
而
帰
之
乎
。
雖
復
無
道
之
世
、
而
実
全
首
領
者
、
不
可
勝
計
。

登
皆
可
謂
之
孝
子
乎
哉
。
凡
『
論
語
』
所
載
、
皆
以
其
格
言
茂
行
、

可
垂
訓
干
後
世
也
。
曽
子
臨
歿
之
際
、
徒
爾
以
其
身
首
不
異
処
之

幸
、
告
門
弟
子
。
旺
是
何
足
載
。
是
又
何
待
戦
々
競
々
而
後
然
。

渠
猶
且
断
々
然
以
為
曽
子
之
賢
、
実
在
千
此
乎
゜
其
愚
不
可
犯
也
。

蓋
渠
平
居
漫
然
、
廃
修
身
之
功
、
於
戦
競
臨
履
之
旨
、
嘔
不
之
知
。

故
其
謬
妄
如
絃
。
信
可
閃
嘆
也
。
『
徴
』
所
謂
後
世
士
君
子
、
雖
係

距
称
、
然
以
此
議
『
集
注
』
、
則
其
所
指
目
、
実
不
出
旋
洛
関
閲
諸

君
子
。
蓋
渠
視
夫
諸
君
子
、
行
己
之
卓
、
任
道
之
重
、
逮
罵
以
驚

架
自
高
、
志
気
如
狂
。
是
与
察
京
聟
捜
程
子
為
邪
説
設
行
、
韓
飩

冑
等
錮
朱
子
於
偽
学
、
同
一
轍
爾
。
何
代
無
賢
。
又
妄
排
保
護
身

体
之
説
、
為
有
不
可
通
者
。
蘭
洲
先
生
已
弁
焉
。
且
也
膵
畏
斎
有

日
、
「
人
若
有
曽
子
之
心
、
便
是
龍
逢
・
比
干
之
身
首
分
裂
、
与
啓

手
啓
足
、
只
一
般
。
不
然
、
老
死
澗
下
、
亦
与
刀
鋸
修
辱
、
牲
無

異
。
」
然
夫
言
乎
。
是
在
祖
来
雖
拘
泥
之
見
、
実
為
頂
門
一
鍼
。

【
訓
読
】

つ
ね

徴
に
日
く
、
春
秋
の
時
を
観
る
に
、
諸
侯
大
夫
の
言
、
毎
に
首

領
を
全
う
す
る
を
獲
、
澗
下
に
終
わ
る
を
以
て
、
幸
い
と
為
す
。

古
時
の
議
論
皆
爾
り
。
後
世
の
士
君
子
、
驚
架
自
ら
高
ぶ
り
、
志

気
狂
え
る
が
如
し
。
乃
ち
此
れ
等
の
言
を
以
て
、
卑
に
し
て
行
う

に
足
ら
ず
と
為
す
な
り
。
「
吾
れ
免
る
る
こ
と
を
知
る
か
な
」
の

け
い
り
<

「
免
」
も
、
亦
た
刑
裁
を
免
る
る
こ
と
を
謂
う
な
り
。
『
論
語
』
中

の
「
免
」
の
字
皆
然
り
。
曽
子
無
道
の
世
に
在
り
。
故
に
此
を
以
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も

て
幸
い
と
為
す
。
若
し
身
体
を
保
護
す
る
を
以
て
説
と
為
さ
ば
、

つ
い

其
の
説
終
に
通
ず
可
か
ら
ざ
る
者
有
り
。

非
に
日
く
、
『
記
』
に
日
く
、
「
父
母
全
く
し
て
之
を
生
め
ば
、

子
全
く
し
て
之
を
帰
す
は
、
孝
と
謂
う
可
し
。
其
の
体
を
栃
か
ず
、

其
の
身
を
辱
め
ざ
る
は
、
全
と
謂
う
可
し
」
と
。
斯
の
言
や
、
孔

が
く
せ
い
し
し
ゅ
ん

子
之
を
曽
子
に
伝
え
、
曽
子
之
を
楽
正
子
春
に
伝
う
。
其
れ
聖
門

の
至
教
為
る
、
知
る
可
き
な
る
の
み
。
其
の
義
是
の
章
と
相
発
す
。

故
に
先
儒
往
々
引
き
て
以
て
説
を
為
す
。
蓋
し
唯
曽
子
手
足
を
啓

か

か

ん

か

き
て
華
院
を
易
う
る
が
若
く
し
て
、
而
る
後
能
＜
其
の
言
を
践
む

し

ち

ょ

う

し

ん

し

ょ

う

と
為
す
。
子
張
病
み
、
申
祥
を
召
し
て
日
く
、
「
君
子
は
終
と
日
い
、

小
人
は
死
と
日
う
。
吾
れ
今
日
其
れ
庶
幾
か
ら
ん
か
」
と
。
此
も

亦
た
是
の
章
と
近
似
せ
り
。
「
庶
幾
い
か
な
」
と
は
、
猶
お
「
免
か

る
る
か
な
」
と
言
う
が
ご
と
き
な
り
。
大
賢
君
子
、
身
を
守
る
こ

と
の
重
く
し
て
、
克
＜
其
の
帰
を
一
に
す
る
こ
と
、
亦
以
て
見
る

そ
れ

可
し
。
登
に
夫
人
に
し
て
皆
然
る
を
得
ん
や
。
「
免
」
と
は
、
免
責

を
謂
う
。
「
難
い
か
な
今
の
世
に
免
か
れ
ん
こ
と
」
の
如
き
、
只
だ

禍
を
免
か
る
る
を
謂
う
。
何
ぞ
必
ず
し
も
刑
裁
な
ら
ん
や
。
『
徴
』
、

「
民
免
か
れ
て
恥
無
し
」
・
「
邦
に
道
無
き
と
き
は
刑
裁
を
免
か
る
」

等
に
泥
み
、
『
論
語
』
中
皆
然
り
と
謂
う
は
、
硬
し
。
若
し
夫
の
諸

侯
大
夫
、
首
領
を
全
う
す
る
を
獲
、
澗
下
に
終
わ
る
と
称
す
れ
ば
、

し

し

ょ

こ

う

が

く

う

づ

猶
お
士
庶
の
朝
露
に
先
だ
ち
て
溝
堅
に
填
ま
る
と
言
う
の
類
な
り
。

し

か

な

ん

こ

う

が

ん

言
語
の
道
爾
り
と
為
さ
ば
、
築
ぞ
必
ず
し
も
此
を
以
て
幸
願
と
為

さ
ん
や
。
渠
以
て
古
時
の
議
論
と
為
す
。
是
れ
何
の
議
論
か
之
有

ら
ん
や
。
晒
う
可
し
。
果
し
て
首
領
を
全
う
す
る
を
獲
る
を
以
て
、

全
く
し
て
之
を
帰
す
と
為
さ
ん
や
。
復
た
無
道
の
世
と
雖
も
、
実

に
首
領
を
全
う
す
る
者
、
勝
げ
て
計
う
可
か
ら
ず
。
登
に
皆
之
を

孝
子
と
謂
う
可
け
ん
や
。
凡
そ
『
論
語
』
の
載
す
所
、
皆
其
の
格

も

こ

う

言
茂
行
の
、
後
世
に
訓
を
垂
る
可
き
を
以
て
す
る
な
り
。
曽
子
歿

た

だ

に
臨
む
の
際
、
徒
爾
其
の
身
首
処
を
異
に
せ
ざ
る
の
幸
い
の
み
を

あ
あ

以
て
、
門
弟
子
に
告
げ
ん
や
。
旺
是
れ
何
ぞ
載
す
る
に
足
ら
ん
。

か
れ

是
又
何
ぞ
戦
々
競
々
を
待
ち
て
而
る
後
に
然
ら
ん
や
。
渠
猶
お
且

ぎ
ん
ぎ
ん
ぜ
ん

つ
断
々
然
以
て
曽
子
の
賢
、
実
に
此
に
在
り
と
為
す
や
。
其
の
愚

犯
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
蓋
し
渠
平
居
漫
然
と
し
て
、
修
身
の
功

せ
ん
き
ょ
う
り
ん
り

を
廃
し
、
戦
競
臨
履
の
旨
に
於
て
、
嘔
も
之
を
知
ら
ず
。
故
に
其

び

ゅ

う

も

う

ま

こ

と

び

ん

た

ん

の
謬
妄
絃
の
如
し
。
信
に
関
嘆
す
可
き
な
り
。
『
徴
』
の
所
謂
後
世

は
ん
し
ょ
う

の
士
君
子
、
距
称
に
係
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
此
を
以
て
『
集
注
』

れ
ん
ら
く
か
ん
び
ん

を
議
せ
ば
、
則
ち
其
の
指
目
す
る
所
、
実
に
源
洛
関
閲
の
諸
君
子

を
出
で
ず
。
蓋
し
渠
夫
の
諸
君
子
の
、
己
を
行
う
こ
と
の
卓
く
、

道
に
任
ず
る
こ
と
の
重
き
を
視
、
逮
か
に
罵
る
に
驚
架
自
ら
高
ぶ

さ

い

け

い

し

り

ぞ

り
、
志
気
狂
え
る
が
如
き
を
以
て
す
。
是
れ
察
京
の
輩
程
子
を
損
け

ひ

こ

う

か

ん

た

く

ち

ゅ

う

ら

つ

な

て
邪
説
脆
行
と
為
し
、
韓
飩
冑
等
朱
子
を
偽
学
に
錮
ぐ
と
、
同
一

み
だ

の
轍
な
る
の
み
。
何
れ
の
代
か
賢
無
か
ら
ん
や
。
又
妄
り
に
身
体

を
保
護
す
る
の
説
を
排
し
て
、
通
ず
可
か
ら
ざ
る
者
有
り
と
為
す

す

で

せ

つ

い

さ

い

ゃ
゜
蘭
洲
先
生
已
に
弁
ぜ
り
。
且
つ
ま
た
膵
畏
斎
日
う
有
り
、
「
人
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す

な

わ

り

ょ

う

ほ

う

ひ

か

ん

若
し
曽
子
の
心
有
ら
ば
、
便
ち
是
れ
龍
逢
・
比
干
の
身
首
分
裂
す
る

は
、
手
を
啓
き
足
を
啓
く
と
、
只
一
般
な
り
。
然
ら
ず
ん
ば
、
澗

と

う

き

よ

り

く

じ

ょ

く

か

つ

下
に
老
死
す
る
も
、
亦
た
刀
鋸
の
惨
辱
と
、
嘗
て
異
な
る
無
し
」

と
。
然
る
か
な
言
や
。
是
れ
祖
彼
の
盟
の
拘
泥
の
見
に
在
り
て
、

ち
ょ
う
も
ん
い
っ
し
ん

実
に
頂
門
の
一
鍼
為
り
。

【
現
代
語
訳
】

『
論
語
徴
』
に
言
う
。
春
秋
時
代
〔
の
記
述
〕
を
見
る
と
、
諸

侯
大
夫
の
言
莱
は
、
い
つ
も
「
首
を
全
う
す
る
（
切
ら
れ
な
い
で

済
む
）
こ
と
が
で
き
」
、
「
窓
の
下
（
家
）
で
死
ぬ
」
こ
と
を
幸
い

だ
と
し
て
い
る
。
昔
の
議
論
で
は
、
皆
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
後
世

わ
る
が
し
こ

の
徳
の
あ
る
〔
と
さ
れ
る
〕
者
（
学
者
）
は
、
不
遜
で
悪
賢
く
、

尊
大
に
な
っ
て
、
志
は
ま
る
で
狂
人
の
よ
う
だ
。
そ
こ
で
こ
れ
ら

の
言
葉
を
卑
し
く
て
行
う
に
足
り
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
「
吾

免
る
る
を
知
る
か
な
」
の
「
免
」
も
、
ま
た
、
刑
罰
を
免
れ
る
こ

と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
論
語
』
の
中
の
「
免
」
の
字
は
全

て
こ
れ
〔
と
同
じ
意
味
〕
で
あ
る
。
曽
子
は
正
し
い
道
の
行
わ
れ

な
い
時
代
に
生
き
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
れ
（
刑
罰
を
受
け
な
い
こ

と
）
を
幸
い
と
考
え
た
の
だ
。
も
し
身
体
を
保
つ
と
い
う
〔
意
味
〕

で
説
を
立
て
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
意
味
が
通
じ
な
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
、
と
。

〔
『
論
語
徴
』
を
〕
謗
っ
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
『
礼
記
』
〔
祭

儀
篇
〕
に
、
〔
楽
正
子
春
の
言
葉
と
し
て
〕
「
父
母
は
〔
欠
陥
の
な

い
〕
完
全
な
状
態
で
子
供
を
生
む
の
だ
か
ら
、
子
供
は
完
全
な
ま

ま
で
〔
身
体
を
〕
帰
す
の
が
、
孝
と
言
え
る
。
そ
の
身
体
を
損
傷

せ
ず
、
自
分
の
身
を
辱
め
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
全
と
言
え
る
」

と
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
孔
子
が
曽
子
に
伝
え
、
曽
子
が
楽
正
子

春
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
〔
し
た
が
っ
て
〕
こ
れ
が
聖
人
の
門
下

で
の
最
高
の
教
え
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
〔
『
礼
記
』
の
文

の
〕
意
義
は
、
〔
『
論
語
』
の
〕
こ
の
章
と
〔
併
せ
て
考
え
る
こ
と

で
〕
明
ら
か
に
な
る
。
だ
か
ら
、
先
人
の
儒
者
は
〔
『
礼
記
』
を
〕

引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
思
う
に
曽
子
は
手
足
を
開

い
て
上
等
〔
の
ベ
ッ
ド
の
下
敷
き
〕
を
取
り
替
え
さ
せ
（
『
礼
記
』

檀
弓
上
篇
に
、
曽
子
が
、
自
分
の
使
っ
て
い
る
身
分
不
相
応
な
べ

ッ
ド
の
下
敷
き
を
取
り
替
え
さ
せ
た
旨
の
記
述
が
あ
る
）
、
そ
の
後

で
こ
の
〔
『
論
語
』
の
〕
言
葉
を
発
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
〔
ま
た
、

『
礼
記
』
檀
弓
上
篇
の
別
の
箇
所
に
〕
子
張
が
病
気
に
な
っ
た
時
、

〔
息
子
の
〕
申
祥
を
呼
ん
で
、
「
〔
人
の
死
を
〕
有
徳
者
の
場
合
は

終
と
言
い
、
徳
の
な
い
つ
ま
ら
な
い
人
物
の
場
合
は
死
と
言
う
。

私
は
今
日
、
〔
こ
れ
に
〕
近
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
言
っ
た
〔
と

あ
る
〕
。
こ
れ
も
〔
『
論
語
』
の
〕
こ
の
章
と
〔
意
義
の
〕
近
い
も

の
で
あ
る
。
「
庶
幾
い
か
な
」
と
は
、
「
免
か
る
る
か
な
」
と
ほ
ぼ

同
義
で
あ
る
。
〔
こ
の
よ
う
に
曽
子
・
子
張
・
楽
正
子
春
な
ど
の
〕
智

徳
が
甚
だ
優
れ
た
人
は
、
自
己
の
身
体
を
非
常
に
大
切
に
守
り
、
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帰
着
す
る
所
が
―
つ
で
あ
る
こ
と
も
、
〔
よ
く
〕
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ど
う
し
て
一
般
人
全
て
が
、
こ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
で

き
よ
う
か
。
「
免
」
と
は
、
免
責
の
こ
と
で
あ
る
。
〔
例
え
ば
『
論

語
』
痺
也
篇
の
〕
「
難
い
か
な
今
の
世
に
免
か
れ
ん
こ
と
」
の
場
合
、

た
だ
災
い
を
免
が
れ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
〔
『
論

語
』
に
は
こ
の
よ
う
な
例
も
あ
る
の
だ
か
ら
〕
ど
う
し
て
刑
罰
〔
を

免
れ
る
と
い
う
意
味
〕
だ
け
に
限
定
で
き
よ
う
か
。
『
論
語
徴
』
が
、

「
民
免
か
れ
て
恥
無
し
」
（
『
論
語
』
為
政
篇
）
、
「
邦
に
道
無
き
と

き
は
刑
裁
を
免
か
る
」
（
『
論
語
』
公
冶
長
篇
）
な
ど
〔
の
用
例
〕

に
こ
だ
わ
っ
て
、
『
論
語
』
中
の
「
免
」
の
字
全
て
が
そ
う
だ
と
言

っ
て
い
る
の
は
、
強
弁
で
あ
る
。
も
し
か
の
諸
侯
大
夫
た
ち
が
「
首

を
切
ら
れ
ず
に
済
み
、
家
で
死
ぬ
こ
と
が
で
き
た
」
と
褒
め
讃
え

た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
庶
民
が
「
朝
露
よ
り
も
は
か
な
く
野
垂
れ

死
に
す
る
」
と
言
う
の
と
同
類
で
あ
る
。
言
語
の
道
理
が
こ
の
よ

う
で
あ
る
な
ら
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
願
っ
た
り
し
よ

う
か
。
彼
（
祖
練
）
は
昔
の
議
論
だ
と
し
て
い
る
が
、
一
体
、
何

の
議
論
が
あ
っ
た
と
言
う
の
か
。
あ
ざ
笑
う
べ
き
だ
。
果
し
て
首

を
切
ら
れ
な
い
で
済
む
こ
と
を
、
ど
う
し
て
「
全
く
し
て
之
を
帰

す
（
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
身
体
を
親
に
返
す
）
」
と
見
な
す
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
正
し
い
道
が
行
わ
れ
な
い
時
代

に
あ
っ
て
も
、
ま
さ
し
く
首
を
切
ら
れ
ず
に
済
ん
だ
者
は
、
数
え

き
れ
な
い
。
ど
う
し
て
こ
れ
ら
の
人
す
べ
て
を
孝
子
と
言
え
よ
う

か
。
『
論
語
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
全
て
教
え
と
な
る
良
い

言
葉
や
優
れ
た
徳
で
、
後
世
に
教
え
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
曽
子
は
、
ま
さ
に
死
の
う
と
す
る
時
に
な
っ
て
、
た

だ
首
と
胴
体
と
が
切
り
離
さ
れ
ず
に
済
ん
だ
こ
と
の
幸
い
を
弟
子

に
告
げ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
〔
ま
た
、
も
し
そ
の
よ

う
な
意
味
な
ら
〕
ど
う
し
て
〔
わ
ざ
わ
ざ
『
論
語
』
に
〕
載
せ
る

必
要
が
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
ど
う
し
て
戦
々
恐
々
と
し
続
け
て

は
じ
め
て
、
そ
の
後
に
そ
の
よ
う
（
刑
罰
を
受
け
な
い
）
で
あ
る

こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
彼
（
祖
練
）
は
そ
れ
で
も
な
お
、
曽
子
の
徳

が
確
か
に
こ
こ
に
あ
る
と
強
弁
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
祖
練
の
愚
か

さ
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
思
う
に
彼
は
普
段
、
何
と
は
な
し

に
〔
過
ご
し
て
〕
自
己
修
養
を
怠
り
、
〔
曽
子
の
言
う
〕
「
戦
々
競

々
」
、
「
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
氷
」
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
全
く
知

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
の
よ
う
な
誤
り
を
犯
し
た

の
だ
。
つ
く
づ
く
憐
れ
み
嘆
く
べ
き
で
あ
る
。
『
論
語
徴
』
で
批
判

さ
れ
て
い
る
「
後
世
の
士
君
子
」
と
い
う
の
は
、
特
定
の
人
物
を

明
記
し
て
は
い
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
〔
朱
子
の
〕

『
〔
論
語
〕
集
注
』
に
つ
い
て
鏃
論
し
て
い
る
か
ら
、
〔
後
世
の
士

君
子
と
い
う
の
は
〕
旋
洛
関
閲
（
朱
子
・
程
子
等
の
所
謂
宋
の
五
子
）

の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
思
う
に
彼
は
、
か
の
諸
君
子
（
宋
の
五

子
）
達
が
、
自
己
を
修
め
る
こ
と
が
高
く
、
正
道
に
あ
た
る
こ
と

が
重
い
の
に
、
〔
そ
の
君
子
た
ち
に
対
し
て
〕
い
き
な
り
「
不
遜
で
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【
解
説
】

中
井
竹
山
の
『
非
徴
』
は
、

五
井
蘭
洲
の
『
非
物
篇
』
と
と
も

悪
賢
く
、
尊
大
に
な
っ
て
、
志
は
ま
る
で
狂
人
の
よ
う
だ
」
と
〔
評
〕

し
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
北
宋
末
の
大
臣
〕
察
京
（
さ
い
け
い
）
の

一
派
が
程
子
を
斥
け
て
、
〔
程
子
を
〕
邪
説
を
述
べ
て
不
正
の
行
い

を
す
る
も
の
と
批
判
し
、
〔
南
宋
の
政
治
家
〕
韓
佗
冑
た
ち
が
朱
子

を
偽
学
者
と
し
て
獄
に
繋
い
だ
の
と
、
同
類
の
過
ち
で
あ
る
。
〔
い

っ
た
い
〕
い
つ
の
時
代
に
賢
者
が
居
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
さ

ら
に
、
身
体
を
保
護
す
る
と
い
う
解
釈
を
み
だ
り
に
排
除
し
て
お

い
て
、
意
味
が
通
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
〕
既
に
蘭
洲
先
生
が
弁
じ
て
い
る
。
し
か
も
膵
畏
斎
も

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
人
に
も
し
曽
子
の
心
が
あ
れ
ば
、
と

り
も
な
お
さ
ず
関
竜
逢
（
夏
の
賢
臣
。
架
を
諌
め
て
殺
さ
れ
た
）

や
比
干
（
殷
の
紺
王
の
お
じ
。
紺
王
を
諌
め
て
殺
さ
れ
た
）
が
身

体
を
切
り
裂
か
れ
た
の
は
、
〔
曽
子
が
〕
手
足
を
開
い
て
〔
見
せ
た
〕

こ
と
と
同
じ
〔
意
義
を
持
つ
も
の
〕
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

家
で
老
い
て
死
ん
だ
と
し
て
も
、
刀
や
鋸
（
の
こ
ぎ
り
）
に
よ
っ

て
処
刑
さ
れ
る
辱
め
を
受
け
る
の
と
、
何
ら
異
な
ら
な
い
」
と
。

こ
の
言
葉
は
全
く
そ
の
と
お
り
だ
。
こ
れ
（
こ
の
言
葉
）
は
、
祖

練
一
派
の
執
着
し
て
融
通
性
の
な
い
解
釈
に
対
す
る
、
痛
切
な
戒

め
で
あ
る
。

に
、
天
明
四
年
(
-
七
八
四
）
に
懐
徳
堂
蔵
版
で
刊
行
さ
れ
た
。

刊
行
に
際
し
て
、
各
々
「
正
編
非
物
篇
」
「
続
編
非
徴
」
と
題
さ
れ

た
通
り
、
竹
山
の
『
非
徴
』
に
は
、
蘭
洲
の
『
非
物
篇
』
を
継
承

し
補
足
す
る
と
の
意
識
が
濃
厚
で
あ
る
。

本
章
の
解
釈
に
つ
い
て
も
、
祖
練
批
判
の
観
点
は
基
本
的
に
は

同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
免
か
る
る
か
な
」
と
い
う
曽
子
の
言
葉

を
、
「
刑
罰
」
を
免
れ
た
こ
と
と
『
論
語
徴
』
が
解
す
る
の
を
痛
烈

に
批
判
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

但
し
、
蘭
洲
の
『
非
物
篇
』
が
あ
く
ま
で
学
術
上
の
論
争
の
性

格
が
強
く
、
そ
の
筆
致
も
冷
静
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
竹
山

の
『
非
徴
』
は
、
古
文
辞
学
派
お
よ
び
祖
彼
個
人
の
人
格
に
対
す

る
攻
撃
の
色
合
い
が
濃
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
前
半
部
で
は
、

『
礼
記
』
檀
弓
篇
の
一
節
を
引
用
す
る
な
ど
、
祖
練
の
論
理
の
矛

盾
を
突
い
て
い
る
が
、
後
半
部
で
は
、
「
其
の
愚
犯
す
べ
か
ら
ず
」
、

「
其
の
謬
妄
絃
の
ご
と
し
」
、
「
祖
彼
の
輩
拘
泥
の
見
」
な
ど
、
祖

練
や
そ
の
学
派
を
罵
倒
す
る
言
葉
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
蘭
洲
と
竹
山
の
性
格
の
違
い
と
い
う
よ
り
も
、
懐
徳

堂
に
お
け
る
両
者
の
立
場
の
相
違
に
起
因
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ

る
。
五
井
蘭
洲
は
初
期
懐
徳
堂
に
あ
っ
て
、
学
主
三
宅
石
庵
を
補

佐
し
、
助
教
と
し
て
懐
徳
堂
の
講
義
を
担
当
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
竹
山
は
、
第
四
代
学
主
お
よ
び
預
り
人
と
し
て
、
懐
徳
堂
の

教
育
の
み
な
ら
ず
、
渉
外
の
実
務
を
含
む
学
校
運
営
全
体
の
最
高
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責
任
者
の
地
位
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
竹
山
は
、
関
東
か
ら
押

し
寄
せ
て
く
る
古
文
辞
学
派
の
巨
大
な
勢
力
に
対
し
て
、
ま
さ
に

懐
徳
堂
の
存
亡
を
か
け
て
、
尖
鋭
な
攻
撃
を
加
え
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
『
非
徴
』
の
激
烈
な
舌
鋒
は
、
こ
う
し
た
竹
山
の
立
場
を
反

映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
論
語
徴
駁
』

自
此
以
下
。
忽
忙
中
摘
駿
。
不
追
考
索
。
文
字
亦
施
草
。
期

佗
日
得
暇
補
正
改
削
。
雪
渓
或
日
。
宋
儒
不
問
時
与
辞
。
以
今
言

視
古
文
。
以
己
心
断
古
之
事
。
所
以
失
也
。

又
日
。
若
充
宋
儒
此
解
。
則
百
工
亦
害
於
道
突
。
萬
之
治
水
也
。

股
無
股
。
腔
不
生
毛
。
恐
不
免
於
不
孝
焉
。
可
謂
不
通
已
゜

【
訓
読
】

此
よ
り
以
下
、
忽
忙
中
に
摘
駁
す
れ
ば
、
事
ご
と
に
考
索
す
る

に
追
あ
ら
ず
。
文
字
も
亦
た
施
い
草
た
り
。
佗
日
、
暇
を
得
て
補

あ
る

正
改
削
せ
ん
こ
と
を
期
す
。
雪
渓
、
或
い
は
日
く
、
宋
儒
は
時
と

み

辞
と
を
問
わ
ず
、
今
言
を
以
て
古
文
を
視
、
己
が
心
を
以
て
古
の

ゆ

え

事
を
断
ず
。
所
以
に
失
う
な
り
と
。

も

あ

又
た
日
く
、
若
し
宋
儒
の
此
の
解
を
充
つ
れ
ば
、
則
ち
百
エ
も

は
つ

そ
こ
な

亦
た
道
を
害
わ
ん
。
萬
の
水
を
治
む
る
や
、
股
に
は
股
無
く
、
腟

に
は
毛
生
ぜ
ず
。
恐
ら
く
は
不
孝
を
免
れ
ず
。
通
ぜ
ず
と
謂
う
べ

し
と
。
【
現
代
語
訳
】

こ
こ
か
ら
以
下
は
、
忙
し
い
中
、
指
摘
論
駁
し
た
〔
も
の
な
〕

の
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
事
に
つ
い
て
考
察
す
る
暇
が
な
く
、
文

字
も
乱
雑
な
く
ず
し
字
で
あ
る
。
い
つ
の
日
か
暇
を
見
て
補
正
改

訂
し
た
い
。
雪
渓
は
ま
た
〔
次
の
よ
う
に
〕
言
っ
た
。
宋
代
の
儒

者
た
ち
は
、
時
代
と
発
言
〔
の
関
係
〕
を
〔
本
来
は
問
題
に
す
べ

き
で
あ
る
の
に
〕
取
り
立
て
て
問
題
に
せ
ず
、
〔
そ
の
当
時
の
〕
新

し
い
言
語
〔
感
覚
〕
に
よ
っ
て
古
文
を
理
解
し
、
自
分
の
主
観
に

基
づ
い
て
昔
の
事
を
判
断
す
る
。
だ
か
ら
〔
往
々
に
し
て
解
釈
を
〕

誤
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
。

ま
た
〔
次
の
よ
う
に
〕
言
っ
た
。
も
し
宋
儒
の
こ
の
解
釈
を
〔
こ

の
章
の
解
釈
に
〕
当
て
れ
ば
、
多
く
の
職
人
は
〔
仕
事
の
性
質
上
、

身
体
を
傷
つ
け
や
す
い
た
め
、
孝
の
〕
道
に
は
ず
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〔
あ
の
立
派
な
〕
萬
〔
で
さ
え
〕
も
洪
水
を
治
め
た
と
き
は
、
〔
身

体
を
酷
使
す
る
あ
ま
り
〕
、
も
も
に
は
細
毛
が
な
く
、
す
ね
に
は
荒

毛
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
〔
こ
こ
で
宋
儒
の
説
に
従
え
ば
〕
お

そ
ら
く
〔
萬
は
〕
「
不
孝
」
〔
と
い
う
指
摘
〕
を
免
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
〔
だ
が
そ
の
よ
う
な
指
摘
を
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な

い
。
つ
ま
り
宋
儒
の
解
釈
に
従
っ
た
の
で
は
、
こ
の
章
は
意
味
が
〕

通
ら
な
い
と
言
え
る
と
。
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【
解
説
】
『
論
語
徴
駁
』
は
井
狩
雪
渓
の
著
で
、
荻
生
祖
練
の
『
論
語
徴
』

を
論
駁
す
る
こ
と
を
主
旨
と
し
た
『
論
語
』
注
釈
書
で
あ
る
。
全

十
巻
。
本
書
の
扉
に
「
井
狩
雪
渓
子
述
・
赤
羽
原
虚
郷
写
」
と
あ
る
。

巻
末
に
は
五
井
蘭
洲
が
雪
渓
に
宛
て
た
書
簡
「
与
井
狩
雪
渓
子
書
」

が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
書
を
書
き
上
げ
た
雪

渓
は
、
こ
れ
を
蘭
洲
や
富
永
仲
基
に
見
せ
て
批
評
を
求
め
た
よ
う

で
あ
る
。

資
料
的
価
値
が
高
い
点
は
、
「
仲
基
云
」
と
し
て
、
二
十
二
か
条

に
わ
た
っ
て
富
永
仲
基
の
説
が
引
か
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
本
書

を
通
じ
て
、
仲
基
も
ま
た
雪
渓
や
蘭
洲
・
竹
山
と
同
じ
反
祖
練
の
立

場
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
本
稿
が
対
象
と
す
る
曽
子
有
疾
章
に
つ
い
て
言
え
ば
、
『
論

語
徴
』
批
判
と
い
う
よ
り
は
、
宋
儒
批
判
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

『
論
語
徴
』
が
、
「
吾
れ
免
る
る
こ
と
を
知
る
か
な
」
の
解
釈
を
め

ぐ
っ
て
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
「
刑
裁
を
免
る
る
」
こ
と
を
意
味
す

る
と
し
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
先
ま
で
徹
底
し
て
傷
つ
け
な

い
こ
と
が
「
孝
」
で
あ
る
と
す
る
極
端
な
身
体
保
護
説
を
否
定
し

て
い
る
の
に
対
し
、
『
論
語
徴
駁
』
は
、
経
文
の
解
釈
そ
の
も
の
に

つ
い
て
は
言
及
せ
ず
、
先
ず
宋
儒
の
経
文
解
釈
の
仕
方
に
問
題
が

あ
る
と
し
、
次
に
萬
が
ま
さ
に
身
を
粉
に
し
て
働
い
た
と
い
う
具

体
的
な
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
身
体
を
傷
つ
け
た
か
ら
と
い
っ

六
、
『
論
語
聞
書
』

て
、
一
概
に
「
不
孝
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と

を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

萬
は
中
国
太
古
の
聖
王
。
舜
の
禅
譲
を
受
け
て
、
夏
王
朝
を
開

く
。
洪
水
を
治
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
間
の
約
十
年
間
、

家
に
帰
る
こ
と
な
く
外
で
働
き
づ
め
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
家
の

前
を
通
る
機
会
が
三
度
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
公
事
を
優
先

さ
せ
て
家
の
中
に
入
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
段
で
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
、
天
下
の
人
々
の
た
め
、
自
分
の
身
体
を
酷
使
し
て
、

つ
い
に
脚
の
毛
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
『
荘
子
』
天
下
篇
に
、
「
誹
に
股
無
く
、
腔
に
毛
無
し
」
と
あ

り
、
ま
た
尭
舜
が
天
下
国
家
の
た
め
苦
労
努
力
す
る
さ
ま
に
つ
い

て
も
、
『
荘
子
』
在
宥
篇
に
「
股
に
股
無
く
、
腟
に
毛
無
し
」
と
あ

る
。
な
お
一
説
に
「
股
」
は
「
白
い
肉
」
を
い
う
。

【
原
文
】

〇
曽
子
有
疾

I

薄
氷
和
語
ウ
ス
ラ
ヒ
ト
ヨ
ム
ナ
リ
◎
啓
予
ー
ー
ー

曽
子
ノ
死
ニ
メ
臨
終
卜
覚
悟
シ
テ
弟
子
ニ
ッ
グ
ル
也
。
病
床
デ
臥

テ
ヲ
ル
故
二
手
足
ヲ
衣
類
ニ
テ
ヲ
ヽ
フ
テ
置
キ
タ
リ
。
曽
子
平
生

マ
ン
ソ
ク
ニ
ウ
ミ
ッ
ケ
玉
ヘ
ル
身
体
ニ
キ
ズ
ヲ
少
シ
モ
ッ
ケ
ヌ
ヤ

フ
ニ
セ
フ
ト
云
守
リ
也
。
ソ
レ
故
二
臨
終
二
至
ル
マ
デ
少
シ
モ
キ

(119) 



3204 

ズ
ヲ
ッ
ケ
ヌ
也
。
平
生
ノ
守
リ
ヲ
弟
子
ニ
シ
メ
サ
ン
タ
メ
予
ガ
手

足
ヲ
ヒ
ラ
キ
ミ
ヨ
キ
ズ
ア
ル
マ
イ
ト
也
。
平
生
フ
カ
ク
タ
シ
ナ
ミ

タ
リ
。
詩
云
|
|
i
コ
ノ
詩
ノ
心
二
我
身
ヲ
大
事
ニ
カ
ケ
タ
ル
ト
ナ

リ
®
戦
々
ー
~
ア
プ
ナ
ヒ
／
＼
ト
ヲ
ソ
ル
也
®
如
臨

l

大
事
ガ

リ
ッ
ヽ
シ
ム
コ
ト
ノ
タ
ト
ヘ
也
。
詩
ニ
ヲ
ソ
レ
ッ
ヽ
シ
ミ
大
事
―
―

カ
ク
ル
コ
ト
ヲ
如
此
云
フ
テ
ア
ル
ガ
予
ガ
平
生
身
ニ
キ
ズ
ヲ
ッ
ケ

マ
ヒ
ト
守
ル
コ
ト
詩
ノ
如
キ
ジ
ャ
ガ
今
死
テ
カ
ラ
ハ
土
中
へ
葬
ラ

ル
レ
バ
モ
ハ
ヤ
身
ニ
キ
ズ
ヲ
ツ
ク
ル
憂
モ
マ
ヌ
カ
ル
ヽ
ト
也
。
ソ

ナ
タ
ド
モ
ヽ
ワ
ガ
如
ク
ッ
ヽ
シ
メ
ト
也
R
小
子
ー
|
i
云
ヽ
シ
マ
フ

テ
マ
ダ
ナ
ニ
ゾ
云
ヒ
タ
キ
心
ノ
コ
ル
ユ
ヱ
ニ
イ
ヅ
レ
モ
ノ
衆
ト
ア

ト
デ
ネ
ン
ゴ
ロ
ニ
示
ス
也
。
小
子
卜
云
カ
マ
ダ
ト
ク
ト
云
キ
カ
セ

タ
イ
ト
思
フ
心
ノ
コ
リ
テ
ア
ル
ユ
ヱ
ニ
ア
ト
デ
小
子
卜
云
也
。
コ

レ
曽
子
ノ
篤
実
丁
寧
ナ
ル
心
イ
レ
ミ
ュ
ル
也
。
身
ニ
キ
ズ
ヲ
ッ
ケ

ヌ
ガ
孝
卜
云
也
。
言
外
ア
ル
也
。
ソ
サ
ウ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
シ
テ
身
ニ

キ
ズ
ヲ
ツ
ク
ル
サ
ヱ
不
孝
ナ
レ
バ
イ
ハ
ン
ャ
ワ
ル
キ
行
ヒ
ヲ
シ
テ

先
祖
ヲ
モ
ハ
ヅ
カ
シ
ム
ル
ハ
ナ
ヲ
不
孝
也
。
身
ニ
キ
ズ
ヲ
ッ
ク
ル

サ
ヱ
不
孝
ナ
レ
バ
マ
シ
テ
ャ
ワ
ガ
行
ヒ
ニ
キ
ズ
ヲ
ツ
ク
ル
コ
ト
ハ

大
不
孝
タ
ル
コ
ト
明
ナ
リ
。
曽
子
平
生
ノ
工
夫
篤
実
ニ
シ
テ
身
体

ニ
サ
ヱ
如
此
保
守
シ
テ
全
ク
セ
ラ
レ
タ
レ
バ
其
行
ヒ
ヲ
ツ
ヽ
シ
ミ

玉
ヘ
ル
コ
ト
云
二
及
ハ
ヌ
也
。
サ
テ
コ
ノ
道
ヲ
ッ
タ
ヘ
玉
ヘ
ル
也

◎
啓
＇
~
身
体
|
‘
ー
コ
レ
孔
子
ノ
曽
子
ニ
ッ
ケ
玉
フ
語
卜
也
。
コ

レ
ヲ
常
住
守
リ
テ
我
身
ヲ
大
事
ニ
カ
ケ
タ
リ
●
於
此
ー
!
—
臨
終
ニ

於
テ
也
R
会

i

ネ
ル
ト
キ
ニ
上
ニ
カ
ヅ
ク
物
ナ
リ
。
曽
子
ー
ー
＇

保
守
シ
テ
身
ヲ
マ
ン
ゾ
ク
ニ
保
チ
守
ル
コ
ト
ヲ
示
シ
テ
手
足
ヲ
ヒ

ラ
カ
セ
示
シ
テ
守
ル
コ
ト
ノ
カ
タ
キ
ヲ
示
ス
也
R
知
其

l
致

|
|
I
唯
今
ノ
云
フ
コ
ト
ヲ
ヨ
ク
キ
ケ
ヨ
ト
丁
寧
二
小
子
ト
ヨ
ブ
也

R
程
日
君
子
ー
|
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
シ
マ
フ
テ
オ
ハ
ル
ト
云
心
也
。

人
ノ
道
ヲ
行
ナ
ヒ
シ
マ
ヒ
子
タ
ル
者
ノ
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
シ
マ
フ
ユ

ヱ
ニ
終
卜
云
也
®
以
全
ー
—
'
ワ
ガ
身
ヲ
キ
ズ
ヲ
ッ
ケ
ズ
マ
ン
ソ
ク

ニ
シ
テ
死
ス
ル
ハ
全
タ
ク
シ
テ
父
母
ニ
カ
ヱ
ス
ト
云
モ
ノ
也
。
〈
父

母
苦
労
シ
テ
生
養
セ
ル
此
全
キ
ヲ
子
タ
ル
者
全
フ
シ
テ
カ
エ
サ
サ

ラ
シ
メ
ヤ
。
〉
®
手
日
ー
ー
父
母
ー
—
五
レ
曽
子
ノ
語
也
〇
疸
日

l

猶
ソ
ノ
身
ニ
サ
ヘ
キ
ズ
ヲ
ツ
ク
ル
ハ
不
孝
也
。
マ
シ
テ
身
ノ

行
ナ
ヒ
ニ
キ
ズ
ヲ
ツ
ク
ル
ハ
大
不
孝
也
。
身
体
ハ
行
ナ
ヒ
ヨ
リ
カ

ロ
キ
也
。
ソ
ノ
カ
ロ
キ
身
体
サ
ヘ
キ
ズ
ヲ
ツ
ク
ル
カ
不
孝
也
。
子

孫
タ
ル
者
非
義
無
道
ナ
ル
コ
ト
ヲ
ス
ル
ト
キ
ハ
先
祖
ノ
神
モ
コ
ヽ

ロ
ヨ
カ
ラ
ズ
思
ヒ
玉
フ
。
シ
カ
レ
バ
行
ナ
ヒ
ヲ
ツ
ヽ
シ
マ
ズ
シ
テ

カ
ナ
ハ
ザ
ル
也
。
ワ
ガ
身
ノ
行
ナ
ヒ
ニ
不
義
非
道
ヲ
シ
テ
キ
ズ
ヲ

ッ
ク
ル
ハ
先
祖
ヲ
モ
辱
シ
メ
テ
大
不
孝
也
。
身
体
ニ
カ
ク
ノ
如
ク

戦
競
ス
ル
者
ハ
ソ
ノ
行
ナ
ヒ
ヲ
必
ス
ツ
ヽ
シ
ム
モ
ノ
也
。
此
章
ノ

如
キ
ハ
ヨ
ク
／
＼
味
フ
ヘ
キ
章
ナ
リ
0
|
|
｀
曽
子
平
生
我
身
体
ハ

父
母
二
全
フ
シ
テ
ウ
ケ
タ
ル
者
ナ
レ
バ
キ
ズ
ヲ
ッ
ク
ル
ハ
ズ
ハ
ナ

キ
ト
思
ヒ
テ
平
生
ヲ
ソ
レ
ッ
ヽ
シ
ミ
深
渕
ニ
ノ
ゾ
ミ
薄
氷
ヲ
フ
ム

如
ク
ニ
思
ヒ
テ
守
リ
玉
ヘ
リ
。
故
二
臨
終
二
至
リ
テ
如
此
也
0
知
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免
|
|
＇
曽
子
云
フ
心
ハ
ワ
レ
平
生
戦
競
シ
テ
父
母
ノ
遺
体
ヲ
ソ
コ

ナ
ハ
ン
コ
ト
ヲ
オ
ソ
レ
シ
ガ
今
ニ
シ
テ
始
メ
テ
モ
ハ
ヤ
キ
ズ
ッ
ケ

ヌ
コ
ト
ヲ
知
タ
ト
也
。
日
用
平
生
二
心
ヲ
ッ
ケ
戦
競
セ
サ
ル

ト
キ
ハ
全
ク
ス
ル
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
也
。
〈
〉
内
は
欄
外
の
注

【
現
代
語
訳
】

0

「
曽
子
有
疾
…
…
」
〔
の
に
つ
い
て
、
「
薄
氷
」
は
和
語
で

う

す

び

「
薄
ら
氷
」
と
読
む
。
〇
〔
『
論
語
』
の
本
文
の
〕
「
啓
予
…
…
」

に
つ
い
て
、
曽
子
が
自
分
は
死
に
目
、
〔
す
な
わ
ち
〕
臨
終
で
あ
る

と
覚
悟
し
て
弟
子
に
告
げ
た
〔
言
葉
で
あ
る
〕
。
病
床
に
伏
し
て
い

た
の
で
、
手
足
を
夜
具
で
覆
っ
て
い
た
。
五
体
満
足
に
生
ん
で
も

ら
っ
た
体
に
傷
を
少
し
で
も
付
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
曽

子
の
平
生
の
誓
い
で
あ
る
。
だ
か
ら
〔
曽
子
は
〕
臨
終
に
至
る
ま

で
少
し
も
〔
体
に
〕
傷
を
付
け
な
か
っ
た
。
〔
そ
し
て
〕
平
生
の
誓

い
を
〔
守
っ
た
こ
と
を
〕
弟
子
に
示
す
た
め
「
私
の
手
足
を
〔
夜

具
を
〕
開
い
て
見
て
み
な
さ
い
、
傷
が
な
い
だ
ろ
う
」
と
〔
言
っ

た
の
で
あ
る
〕
。
日
頃
か
ら
き
ち
ん
と
行
動
に
気
を
付
け
て
い
た
の

で
あ
る
。
〔
本
文
の
〕
「
詩
云
…
…
」
に
つ
い
て
、
こ
の
詩
の
意
味

は
「
自
分
の
体
を
大
切
に
す
る
よ
う
気
を
付
け
た
」
と
〔
い
う
こ

と
で
〕
あ
る
。
●
〔
本
文
の
〕
「
戦
々
·
…
•
•
」
に
つ
い
て
、
危
な
い

危
な
い
と
恐
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
R
〔
本
文
の
〕
「
如
臨
…
…
」
に

つ
い
て
、
〔
我
が
身
を
〕
大
切
に
し
て
〔
そ
の
行
い
〕
を
慎
む
こ
と

の
例
え
で
あ
る
。
「
〔
『
詩
経
』
小
雅
の
小
斐
篇
の
〕
詩
に
、
〔
体
に

傷
を
付
け
る
こ
と
を
〕
恐
れ
、
〔
そ
の
行
い
を
〕
慎
み
、
〔
自
分
の

体
を
〕
大
切
に
す
る
よ
う
気
を
付
け
る
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
が
、
私
が
日
頃
、
体
に
傷
を
付
け
ま
い
と
気
を
付
け
る

様
子
は
、
〔
こ
の
〕
詩
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
今
や
死
ん
で
し
ま
っ

て
か
ら
は
土
に
葬
ら
れ
る
の
で
、
も
は
や
体
に
傷
を
付
け
る
心
配

か
ら
も
解
放
さ
れ
る
。
お
ま
え
た
ち
も
私
の
よ
う
に
〔
そ
の
行
い
〕

を
慎
み
な
さ
い
」
と
〔
言
っ
た
〕
°
●
〔
本
文
の
〕
「
小
子
…
…
」

に
つ
い
て
、
〔
曽
子
は
ひ
と
と
お
り
〕
言
い
終
わ
っ
て
、
ま
だ
何
か

言
い
た
い
気
持
ち
が
残
っ
て
い
た
の
で
「
お
の
お
の
が
た
」
と
後

か
ら
詳
し
く
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
「
小
子
」
と
言
っ
た
が
、

ま
だ
念
入
り
に
言
い
聞
か
せ
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
残
っ
て
い
た

の
で
、
後
か
ら
「
小
子
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
曽
子
の

誠
実
で
丁
寧
な
配
慮
が
見
え
る
。
〔
一
般
に
〕
体
に
傷
を
付
け
な
い

こ
と
を
「
孝
」
と
言
う
。
〔
し
か
し
こ
こ
で
は
〕
言
外
の
意
味
が
あ

る
。
う
っ
か
り
と
体
に
傷
を
付
け
る
こ
と
さ
え
「
不
孝
」
で
あ
る

な
ら
ば
、
言
う
ま
で
も
な
く
悪
い
行
い
を
し
て
先
祖
を
も
辱
め
る

こ
と
は
、
さ
ら
に
「
不
孝
」
で
あ
る
。
〔
つ
ま
り
自
分
の
〕
体
に
傷

を
付
け
る
こ
と
さ
え
「
不
孝
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
し
て
や
自
分

の
行
い
に
傷
を
付
け
る
こ
と
が
「
大
不
孝
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
曽
子
は
日
頃
か
ら
誠
実
に
努
力
し
て
そ
の
体
さ
え
こ
の

〔
大
切
に
〕
守
っ
て
完
全
〔
な
状
態
〕
に
し
て
い
た
の
だ

こ、．

よ
ろ
ノ
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か
ら
、
そ
の
行
い
を
慎
ん
だ
こ
と
は
言
う
に
及
ば
な
い
。
そ
う
し

て
〔
曽
子
〕
は
こ
の
〔
「
孝
」
の
〕
道
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。
R
〔
朱

子
の
注
釈
の
〕
「
啓
…
…
身
体
…
…
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
孔
子
が

曽
子
に
告
げ
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
を
〔
曽
子
は
〕
常
に
守
っ
て
、

自
分
の
体
を
大
切
に
す
る
よ
う
気
を
付
け
た
の
で
あ
る
。
●
〔
注
釈

の
〕
「
於
此
…
…
」
に
つ
い
て
、
臨
終
に
お
い
て
〔
と
い
う
意
味
〕

で
あ
る
。
R
〔
注
釈
の
〕
「
会
…
…
」
に
つ
い
て
、
寝
る
と
き
に
上

か
ら
掛
け
る
物
で
あ
る
。
〔
注
釈
の
〕
「
曽
子
…
…
」
に
つ
い
て
、

〔
曽
子
が
孔
子
の
教
え
を
〕
守
っ
て
体
を
五
体
満
足
に
保
っ
て
い

る
こ
と
を
〔
弟
子
た
ち
に
〕
示
し
、
手
足
を
〔
夜
具
を
〕
開
か
せ

て
示
し
、
〔
孔
子
の
教
え
を
〕
堅
く
守
っ
た
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ

る
。
●
〔
注
釈
の
〕
「
知
其
…
…
致
…
…
」
に
つ
い
て
、
〔
曽
子
は
〕

「
た
っ
た
今
、
言
っ
た
こ
と
を
よ
く
聞
い
て
お
き
な
さ
い
」
と
〔
い

う
意
味
で
〕
丁
寧
に
「
小
子
」
と
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。
●
〔
注
釈

の
〕
「
程
日
君
子
…
…
」
に
つ
い
て
、
〔
こ
こ
で
言
う
「
終
」
と
は
〕

す
べ
き
こ
と
を
し
終
わ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
〔
君
子
と
い
う
も

の
は
死
に
至
る
ま
で
に
〕
人
の
道
を
行
い
、
子
供
と
し
て
す
べ
き

こ
と
を
し
終
え
る
の
で
、
〔
「
死
」
と
言
わ
ず
に
〕
「
終
」
と
言
う

の
で
あ
る
。
●
〔
注
釈
の
〕
「
以
全
…
…
」
に
つ
い
て
、
自
分
の
体

に
傷
を
付
け
ず
に
五
体
満
足
〔
な
状
態
〕
で
死
ぬ
こ
と
が
、
完
全

な
状
態
で
親
に
返
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
〈
親
が
苦
労
し
て
育
て

た
こ
の
完
全
な
体
を
、
子
供
と
し
て
は
、
完
全
な
状
態
で
返
さ
せ

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
〉

0
〔
注
釈
の
〕
「
手
日
…
…
父

母
…
…
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
曽
子
の
言
葉
で
あ
る
。
R
〔
注
釈

の
〕
「
苑
氏
…
…
」
に
つ
い
て
、
自
分
の
体
に
傷
を
付
け
る
こ
と
さ

え
「
不
孝
」
で
あ
る
。
ま
し
て
や
自
分
の
行
い
に
傷
を
付
け
る
の

は
「
大
不
孝
」
で
あ
る
。
体
〔
を
傷
つ
け
る
こ
と
〕
は
行
い
〔
を

傷
つ
け
る
こ
と
〕
よ
り
〔
罪
は
〕
軽
い
。
そ
の
〔
罪
が
〕
軽
い
体

で
さ
え
傷
を
付
け
れ
ば
「
不
孝
」
で
あ
る
。
子
孫
が
道
に
外
れ
た

こ
と
を
し
た
と
き
、
先
祖
は
快
く
思
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
る
と

行
い
を
慎
ま
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
道
か
ら
外
れ
た
こ
と
を

し
て
自
分
の
行
い
に
傷
を
付
け
る
こ
と
は
、
先
祖
を
も
辱
め
る
こ

と
で
あ
り
、
〔
こ
れ
は
〕
「
大
不
孝
」
で
あ
る
。
体
〔
を
守
る
こ
と
〕

に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
に
戦
々
競
々
と
す
る
人
は
、
そ
の
行
い
に

対
し
て
も
必
ず
や
慎
む
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
章
は
、
よ
く
よ

く
味
わ
う
必
要
の
あ
る
章
で
あ
る
。
R
〔
こ
の
章
の
前
半
の
大
意

に
つ
い
て
〕
「
…
…
」
、
曽
子
は
日
頃
か
ら
自
分
の
体
は
親
か
ら
完

全
な
状
態
で
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
傷
を
付
け
る
べ
き
で

は
な
い
と
思
い
、
日
頃
か
ら
〔
そ
の
行
い
を
〕
慎
み
、
〔
ま
さ
に
『
詩

経
』
に
言
う
〕
「
深
い
淵
に
臨
み
、
薄
い
氷
を
履
む
」
か
の
よ
う
に

思
い
守
っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
臨
終
に
至
っ
て
、
こ
の
よ
う
〔
な

状
態
〕
で
あ
っ
た
。
●
〔
こ
の
章
の
〕
「
知
免
…
…
」
〔
以
下
、
後

半
の
大
意
〕
に
つ
い
て
、
曽
子
の
言
お
う
と
し
て
い
る
意
味
は
、

私
は
日
々
、
戦
々
競
々
と
し
て
、
親
か
ら
も
ら
っ
た
体
を
損
な
わ
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な
い
か
と
恐
れ
て
き
た
が
、
今
に
な
っ
て
初
め
て
、
〔
こ
れ
以
後
は
〕

も
は
や
〔
体
に
〕
傷
を
付
け
る
こ
と
は
無
い
と
知
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
毎
日
、
日
頃
か
ら
、
気
を
付
け
て
戦
々
競
々
と
し
て

〔
体
を
守
ら
〕
な
い
場
合
は
、
〔
体
を
〕
完
全
な
状
態
に
保
つ
こ
と

は

で

き

な

い

の

で

あ

る

。

〈

〉

内

は

欄

外

の

注

【
解
説
】
『
論
語
聞
書
』
は
五
井
持
軒
と
三
宅
石
庵
の
講
義
を
加
藤
信
成

（
懐
徳
堂
門
人
加
藤
景
範
の
父
）
が
記
録
し
た
講
義
録
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
一
部
、
話
し
が
前
後
し
た
り
、
重
複
し
た
り
し
て
い

る
が
、
細
か
い
語
釈
に
始
ま
り
、
章
の
大
意
に
至
る
ま
で
、
努
め

て
平
易
な
言
葉
に
置
き
換
え
て
、
何
度
も
か
み
砕
い
て
説
明
す
る

講
師
の
苦
労
の
跡
が
見
え
る
。
文
書
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
ロ

こ
う
ふ
ん

語
体
で
、
石
庵
・
持
軒
の
口
吻
そ
の
ま
ま
に
記
録
さ
れ
て
、
懐
徳
堂

の
講
義
風
景
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。

各
冊
末
尾
の
識
語
に
よ
る
と
、
一
•
六
冊
目
が
筆
記
さ
れ
た
の
は

宝
永
三
年
(
-
七

0
六
）
、
ニ
・
三
冊
目
は
正
徳
二
年
(
-
七
―
二
）
、

四
冊
目
は
正
徳
三
年
(
-
七
一
三
）
で
あ
る
。
ま
た
、
講
義
を
担

当
し
た
人
物
は
一

S
三
冊
が
五
井
持
軒
、
六
冊
目
が
三
宅
石
庵
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
但
し
、
四
冊
目
に
は
講
義
者
の
名
が
記

さ
れ
て
お
ら
ず
、
五
冊
目
に
は
識
語
が
な
い
。

講
義
が
行
わ
れ
た
の
は
懐
徳
堂
創
立
（
七
二
四
）
以
前
で
あ

る
が
、
す
で
に
石
庵
と
持
軒
と
は
親
交
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
持
軒

の
門
人
た
ち
が
後
に
石
庵
の
門
下
生
と
な
り
、
懐
徳
堂
創
設
に
深

く
関
わ
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
本
書
は
草
創
期
懐
徳
堂
の
学
問
的

状
況
を
知
る
上
で
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

本
書
は
、
朱
子
の
『
論
語
集
注
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
ま
ず
は

『
論
語
』
の
本
文
、
次
い
で
朱
子
の
注
釈
、
そ
し
て
最
後
に
章
全

体
の
解
説
へ
と
、
基
本
的
に
順
を
追
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
内
容

的
に
は
、
朱
子
の
解
釈
の
外
に
出
る
も
の
で
は
な
く
、
本
章
に
お

い
て
も
、
独
自
の
見
解
と
言
え
る
も
の
は
見
ら
れ
ず
、
全
面
的
に

朱
子
の
解
釈
に
従
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
『
論
語
聞
書
』

が
『
論
語
』
研
究
の
成
果
を
著
述
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
一
般
向
け
の
講
義
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

た
だ
朱
子
は
「
我
が
身
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
不
孝
で

あ
る
」
と
い
う
説
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
『
論
語
聞
書
』
は
「
言

外
あ
る
な
り
（
こ
の
章
に
は
言
外
の
意
味
が
あ
る
）
」
と
し
て
、
「
我

が
身
を
傷
つ
け
る
こ
と
さ
え
不
孝
な
ら
ば
、
己
の
行
動
を
傷
つ
け

る
の
は
大
不
孝
で
あ
る
」
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
『
論
語
聞
書
』
が
朱
子
よ
り
も
発
展
的
な
解
釈
を
し
て
い
る

疱
氏
の
説
に
傾
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
『
論
語
聞
書
』

は
「
己
の
行
動
を
傷
つ
け
る
こ
と
」
は
、
父
母
の
み
な
ら
ず
、
先

祖
を
も
辱
め
る
こ
と
だ
と
、
「
不
孝
」
の
及
ぶ
範
囲
を
広
げ
て
い
る
。
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七
、
『
論
語
離
題
』

【
原
文
】

(
1
)
曽
子
平
日
、
省
察
慎
密
、
臨
死
方
卸
担
、
此
挙
其
平
日
修

身
工
夫
、
示
門
人
耳
。
慈
妃
瞭
以
為
此
処
原
不
曽
論
及
於
孝
。
得

之
。
朱
子
編
小
学
書
、
以
是
章
置
楽
正
子
春
顔
丁
之
下
、
分
明
以

為
孝
之
事
也
、
未
為
当
。

(
2
)
先
儒
謬
解
此
章
、
以
拠
孝
経
也
。
登
可
拠
之
書
哉
。

(
3
)

以
手
足
無
傷
、
状
徳
義
無
醐
也
。
猶
是
隠
語
。
亦
曽
子
之

自
謙
。
(
4
)
小
子
者
、
警
醒
之
而
巳
。
若
反
復
丁
寧
失
嵌
。

(
5
)
註
恐
憚
戒
謹
、
並
下
宜
加
貌
字
。

以
て
孝
経
に
拠
れ

【
訓
読
】

せ

い

さ

つ

し

ん

み

つ

ま

さ

お

ろ

(
1
)
曽
子
、
平
日
、
省
察
慎
密
な
り
。
死
に
臨
み
て
方
に
担
を
卸

こ
こ

さ
ん
と
し
、
此
に
其
の
平
日
の
修
身
工
夫
を
挙
げ
、
門
人
に
示
す

か

つ

き

せ

ん

お

も

え

こ

こ

も

と

の
み
。
葛
妃
贈
以
為
ら
く
此
処
、
原
も
と
曽
て
孝
に
論
及
せ
ず
と
。

之
を
得
。
朱
子
、
小
学
書
を
編
じ
、
是
の
章
を
以
て
楽
正
子
春
・
顔
丁

の
下
に
置
き
、
分
明
に
以
て
孝
の
事
と
為
す
は
、
未
だ
当
と
為
さ

ず。(
2
)
先
儒
‘
謬
り
て
此
の
章
を
解
す
る
は
、

ば
な
り
。
に
拠
る
べ
き
の
書
な
ら
ん
や
。

並
び
に
下
に
宜
し
く
貌
字
を
加
う
べ

あ
ら
わ

カ

(
3
)
手
足
に
傷
無
き
を
以
て
、
徳
義
の
憫
く
る
無
き
こ
と
を
状
す

な

な
り
。
猶
お
是
れ
隠
語
の
ご
と
し
。
亦
た
曽
子
の
自
ら
謙
る
な
り
。

も

(
4
)
小
子
と
は
、
之
を
警
醒
す
る
の
み
。
若
し
反
復
丁
寧
と
せ

ば
、
失
朕
た
り
。

(
5
)
註
の
恐
憚
・
戒
謹
は
、

し。【
現
代
語
訳
】

(
1
)
曽
子
は
日
頃
か
ら
よ
く
自
ら
を
省
み
て
、
思
慮
に
富
み
、

慎
み
深
く
、
細
部
に
注
意
が
行
き
届
い
て
い
た
。
死
に
臨
ん
で
、

い
よ
い
よ
〔
こ
う
し
た
〕
そ
の
荷
を
下
ろ
そ
う
と
し
て
、
自
分
が

日
頃
の
修
身
工
夫
（
自
ら
の
行
い
を
正
し
く
し
、
ま
た
そ
の
た
め

に
努
力
す
る
こ
と
）
を
述
べ
、
門
人
た
ち
に
示
し
た
だ
け
で
あ
る
。

毬
妃
瞭
が
、
こ
の
章
は
そ
も
そ
も
古
く
は
孝
に
つ
い
て
論
じ
及
ん

だ
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
の
は
、
当
を
得
て
い
る
。
〔
と
こ
ろ

が
〕
朱
子
が
『
小
学
』
を
編
纂
す
る
に
〔
お
よ
ん
で
〕
、
こ
の
章
を

楽
正
子
春
や
顔
丁
の
〔
章
の
〕
後
ろ
に
置
き
、
は
っ
き
り
と
〔
こ

の
章
を
〕
孝
の
事
〔
を
論
じ
た
章
〕
と
し
た
が
、
〔
こ
れ
は
〕
適
当

で
は
な
い
。

(
2
)
先
の
儒
者
た
ち
は
、
こ
の
章
を
誤
っ
て
理
解
し
て
い
る
の

は
、
『
孝
経
』
に
基
づ
い
て
〔
理
解
し
て
〕
い
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
『
孝

経
』
と
い
う
書
物
は
果
た
し
て
〕
拠
り
所
と
す
る
に
足
る
書
物
で
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あ
ろ
う
か
〔
い
や
、
拠
り
所
と
す
る
に
足
ら
な
い
書
物
で
あ
る
〕
。

(
3
)

〔
曽
子
は
門
人
た
ち
に
自
分
の
〕
手
や
足
に
傷
が
無
い
こ
と

を
示
し
て
、
〔
己
の
内
な
る
〕
徳
に
欠
け
る
点
が
な
い
こ
と
を
言
い

表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
隠
語
（
暗
喩
表
現
）
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
曽
子
が
み
ず
か
ら
謙
遜
し
〔
て
表
現
し
〕

た
の
で
あ
る
。

(
4
)
「
小
子
」
と
〔
呼
び
か
け
た
の
〕
は
、
た
だ
門
人
た
ち
に
注
意

を
与
え
目
を
覚
ま
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
か
り
に
〔
朱
子
の
集
注
が

説
く
よ
う
に
単
な
る
〕
「
反
復
丁
寧
」
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
〔
こ
の
「
小
子
」
と
い
う
呼
び
か
け
は
〕
空
虚
な
も
の
と
な
る
。

(
5
)

〔
朱
子
の
集
注
に
つ
い
て
〕
注
釈
の
〔
中
の
〕
「
恐
憚
」
「
戒

謹
」
の
語
は
、
ど
ち
ら
も
下
に
「
貌
」
と
い
う
字
を
付
け
加
え
た

方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

【
解
説
】
『
論
語
離
題
』
は
中
井
履
軒
の
代
表
的
著
作
、
『
七
経
離
題
』
の

中
の
―
つ
。
当
時
通
行
し
て
い
た
『
論
語
集
注
』
の
版
本
を
使
用

し
、
そ
の
欄
外
に
自
注
を
書
き
込
ん
で
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本

章
に
つ
い
て
は
、
欄
外
上
部
に
四
条
、
下
部
に
一
条
の
計
五
条
の

注
が
記
さ
れ
て
い
る
。

従
来
、
本
章
は
、
曽
子
が
親
か
ら
授
か
っ
た
体
を
傷
つ
け
る
こ

と
な
く
守
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
孝
」
の
道
を
守
り
抜
い
た
こ

と
を
説
い
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
履
軒
は
本
章

を
「
孝
」
と
い
う
概
念
か
ら
完
全
に
切
り
離
し
て
考
え
、
曽
子
が

平
生
い
か
に
「
修
身
工
夫
」
に
努
め
た
か
を
示
し
た
も
の
と
し
た
。

そ
し
て
自
分
の
無
傷
の
体
を
見
せ
る
こ
と
で
、
暗
に
自
分
の
体
だ

け
で
な
く
内
面
の
徳
に
も
欠
け
る
所
が
な
い
こ
と
を
示
し
た
と
言

う
。
履
軒
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
一
種
の
「
隠
語
（
暗
喩
表
現
）
」

で
あ
り
、
ま
た
曽
子
が
そ
の
こ
と
を
明
言
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ

の
謙
虚
な
人
柄
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
な
お
、
単
な
る
身
体

保
護
だ
け
で
は
な
く
、
言
外
に
内
面
的
修
養
を
説
い
た
点
で
は
、

五
井
持
軒
と
三
宅
石
庵
の
講
義
録
で
あ
る
『
論
語
聞
書
』
に
通
じ

る
点
も
あ
る
が
、
『
論
語
聞
書
』
は
、
最
終
的
に
、
従
来
の
説
と
同

様
、
「
孝
」
に
言
及
し
て
い
る
。

本
章
が
「
孝
」
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
て
き
た
の
は
、
曽
子

が
『
孝
経
』
の
作
者
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
履
軒
は

『
孝
経
』
そ
の
も
の
に
対
し
て
も
「
拠
り
所
と
す
る
に
足
る
書
物

で
は
な
い
」
と
否
定
的
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
解
釈

が
な
さ
れ
る
、
も
う
―
つ
の
原
因
と
し
て
、
履
軒
は
、
朱
子
の
『
小

学
』
を
挙
げ
て
い
る
。
朱
子
学
に
お
い
て
、
諸
経
書
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
凝
集
さ
せ
た
『
小
学
』
は
、
初
学
者
が
四
書
五
経
に
先
ん
じ

て
読
む
べ
き
基
本
図
書
と
さ
れ
た
。
朱
子
が
こ
の
『
小
学
』
を
編

纂
し
た
際
、
こ
の
曽
子
の
故
事
を
、
曽
子
の
弟
子
の
楽
正
子
春
が

足
に
怪
我
を
し
、
そ
れ
は
不
覚
に
も
「
孝
」
の
道
を
忘
れ
た
た
め
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【
原
文
】

(
1
)
曽
子
平
日
、
省
察
慎
密
。
臨
死
方
卸
担
、
此
挙
其
平
日
修

身
工
夫
、
示
門
人
耳
。
其
意
登
止
手
足
哉
。
亦
是
謙
遜
之
意
。

(
2
)
慈
妃
瞭
日
、
此
処
、
原
不
曽
論
及
於
孝
。

(
3
)
先
儒
皆
以
孝
道
解
是
章
。
蓋
孝
経
一
書
作
祟
耳
。

八
、
『
論
語
離
題
略
』

で
あ
る
と
落
ち
込
み
、
傷
が
治
っ
た
後
も
し
ば
ら
く
家
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
た
故
事
（
『
礼
記
』
祭
義
篇
）
や
、
顔
丁
が
親
の
喪
儀
に

際
し
て
、
そ
の
態
度
が
た
い
へ
ん
立
派
で
あ
っ
た
故
事
（
『
礼
記
』

檀
弓
上
篇
）
な
ど
、
一
連
の
「
孝
」
．
に
関
す
る
話
の
後
ろ
に
置
い

た
た
め
、
本
章
は
、
以
後
、
「
孝
」
を
説
い
た
章
と
し
て
理
解
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
履
軒
の
『
小

学
離
題
』
に
も
、
「
是
の
章
、
専
ら
孝
を
論
ず
る
に
あ
ら
ず
。
孝
自

ら
其
の
中
に
在
り
。
然
る
に
朱
子
既
に
此
に
編
入
す
。
其
れ
必
ず

専
ら
孝
道
に
就
き
て
言
う
者
と
為
す
。
本
章
の
若
き
正
意
、
当
に

本
編
に
於
て
之
を
論
ず
べ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
楽
正
子

春
の
故
事
は
、
『
論
語
徴
』
に
も
、
極
端
な
ま
で
の
身
体
保
護
を
唱

え
る
人
物
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
朱
子
の
『
小
学
』

に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

【
訓
読
】

お
ろ

(
1
)
曽
子
、
平
日
、
省
察
慎
密
な
り
。
死
に
臨
み
て
方
に
担
を
卸

こ
こ

さ
ん
と
し
、
此
に
其
の
平
日
の
修
身
工
夫
を
挙
げ
、
門
人
に
示
す

の
み
。
其
の
意
、
壷
に
手
足
に
の
み
に
止
ま
ら
ん
か
な
。
亦
た
是

れ
謙
遜
の
意
あ
り
。

(
2
)
慈
妃
瞭
日
く
、
此
処
、
原
も
と
曽
て
孝
に
論
及
せ
ず
。

(
3
)
先
儒
、
皆
、
孝
道
を
以
て
是
の
章
を
解
す
。
蓋
し
孝
経
一

な

祟
り
を
作
す
の
み
。

【
現
代
語
訳
】

(
1
)

曽
子
は
日
頃
か
ら
よ
く
自
ら
を
省
み
て
、
思
慮
に
富
み
、

慎
み
深
く
、
細
部
に
注
意
が
行
き
届
い
て
い
た
。
死
に
臨
ん
で
、

い
よ
い
よ
〔
こ
う
し
た
〕
そ
の
荷
を
下
ろ
そ
う
と
し
て
、
そ
の
日

頃
の
修
身
工
夫
（
自
ら
の
行
い
を
正
し
く
し
、
ま
た
そ
の
た
め
に

努
力
す
る
こ
と
）
を
述
べ
、
門
人
た
ち
に
示
し
た
だ
け
で
あ
る
。

〔
し
た
が
っ
て
〕
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
ど
う
し
て
手
足
〔
が

無
傷
で
あ
る
こ
と
〕
だ
け
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。
〔
い
や
、
そ
の

内
面
の
徳
も
無
傷
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
〕
ま
た
〔
手
足

の
こ
と
に
し
か
言
及
し
て
い
な
い
の
は
〕
〔
曽
子
に
〕
謙
遜
す
る
気

持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

か
つ
き
せ
ん

(
2
)
慈
妃
瞭
は
〔
次
の
よ
う
に
〕
言
っ
て
い
る
。
こ
の
章
は
、

そ
も
そ
も
古
く
は
「
孝
」
に
つ
い
て
論
じ
及
ん
だ
も
の
で
は
な
か

(126) 



3211 

っ
た
と
。

(
3
)
先
の
儒
者
た
ち
は
、
み
な
孝
の
道
に
よ
っ
て
こ
の
章
を
解

釈
し
て
い
る
。
思
う
に
『
孝
経
』
と
い
う
書
物
は
た
だ
害
を
な
す

だ
け
で
あ
る
。

【
解
説
】
『
論
語
離
題
略
』
は
、
中
井
履
軒
の
代
表
的
著
作
、
『
七
経
離
題

略
』
の
中
の
―
つ
。
『
論
語
離
題
』
の
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
書

で
あ
る
。
『
離
題
』
の
欄
外
に
次
々
と
書
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
注
釈

が
、
こ
の
『
離
題
略
』
で
は
改
め
て
整
理
さ
れ
、
浄
書
さ
れ
た
。

本
章
に
お
い
て
も
、
『
論
語
離
題
略
』
と
『
論
語
離
題
』
を
比
べ

て
み
る
と
、
『
論
語
離
題
略
』
の
注
解
（
計
三
条
）
は
『
論
語
離
題
』

の
注
解
（
計
五
条
）
の
約
半
分
の
量
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
『
論

語
離
題
』
で
行
わ
れ
た
細
か
い
テ
キ
ス
ト
の
校
定
な
ど
は
す
べ
て

省
略
さ
れ
、
ま
た
注
解
の
要
点
も
、
三
点
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
先
ず
本
章
が
「
孝
」
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

次
に
履
軒
が
そ
の
拠
り
所
と
し
た
説
を
挙
げ
、
最
後
に
従
来
の
誤

っ
た
解
釈
を
導
き
出
し
た
原
因
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

但
し
、
『
離
題
略
』
は
、
『
離
題
』
の
単
な
る
摘
録
で
は
な
い
。

本
章
で
も
、
『
孝
経
』
の
評
価
に
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
『
論

語
離
題
』
同
様
、
こ
の
『
論
語
離
題
略
』
に
お
い
て
も
、
履
軒
は
、

最
後
に
『
孝
経
』
批
判
を
行
っ
て
い
る
が
、
『
論
語
離
題
』
で
は
「
登

に
拠
る
べ
き
の
書
か
な
」
と
述
べ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
『
論
語
離

題
略
』
で
は
「
祟
り
を
作
す
の
み
」
と
表
現
が
や
や
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
論
語
離
題
略
』
は
、
単
に
『
論
語
離
題
』

の
注
を
抜
粋
し
て
機
械
的
に
書
き
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
時
と

し
て
、
そ
こ
に
は
論
理
の
展
開
や
飛
躍
が
見
ら
れ
る
。

九
、
『
論
語
逢
原
』

【
原
文
】

(
1
)

曽
子
平
日
、
省
察
慎
密
、
臨
死
方
卸
櫓
。
此
挙
其
平
日
修

身
工
夫
、
示
門
人
耳
。
未
曽
論
及
於
孝
道
。

(
2
)

以
手
足
無
傷
、
状
徳
義
無
閥
也
。
是
以
隠
語
者
、
曽
子
之

謙
辟
、
小
子
者
警
醒
之
而
已
。
若
反
復
丁
寧
、
失
語
気
。

(
3
)
先
儒
皆
据
孝
経
解
此
章
。
失
之
。
孝
経
登
可
据
之
書
。

【
訓
読
】

せ

い

さ

つ

ま

さ

(
1
)
曽
子
平
日
、
省
察
慎
密
な
り
。
死
に
臨
み
て
方
に
担
を
卸

さ
ん
と
す
。
此
れ
其
の
平
日
の
修
身
工
夫
を
挙
げ
て
、
門
人
に
示

す
の
み
。
未
だ
曽
て
孝
道
に
論
及
せ
ず
。

の

(
2
)

手
足
の
無
傷
な
る
を
以
て
、
徳
義
の
無
閥
な
る
を
状
ぶ
る

な
り
。
是
れ
隠
語
を
以
て
す
る
は
、
曽
子
の
謙
辞
、
小
子
と
は
之

を
警
醒
す
る
の
み
。
反
復
丁
寧
の
若
き
は
、
語
気
を
失
す
。
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【
解
説
〗

(
3
)
先
儒
皆
『
孝
経
』
に
据
り
て
此
の
章
を
解
す
。
之
を
失
す
。

『
孝
経
』
登
に
据
る
べ
き
の
書
な
ら
ん
や
。

【
現
代
語
訳
〗

(
1
)

曽
子
は
日
頃
、
よ
く
自
ら
を
省
み
考
え
て
慎
み
深
く
、
細

部
に
注
意
が
行
き
届
い
て
い
た
。
死
に
臨
ん
で
よ
う
や
く
そ
の
荷

を
下
ろ
そ
う
と
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
日
頃
の
修
身
工
夫
（
自
ら

の
行
い
を
正
し
く
し
、
ま
た
そ
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
）
を
こ

こ
に
取
り
上
げ
て
門
人
た
ち
に
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
孝
の

道
に
つ
い
て
論
じ
及
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。

(
2
)

〔
臨
終
に
際
し
〕
身
体
に
損
傷
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

ら
の
徳
義
に
お
ち
ど
が
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
隠
語
（
暗
喩
表
現
）
を
使
っ
た
の
は
、
曽
子
が
謙
遜
し

て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
〔
最
後
に
〕
「
小
子
」
と
あ
る
の
は
、
門

人
た
ち
に
注
意
を
与
え
迷
い
を
覚
ま
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
〔
朱
子
の
集
注
が
説
く
よ
う
に
〕
反
復
丁
寧
の
意
味
で
あ
る
と

す
る
の
は
、
語
気
を
失
し
て
い
る
（
誤
解
で
あ
る
）
。

(
3
)
従
来
の
儒
者
は
み
な
『
孝
経
』
に
基
づ
い
て
こ
の
章
を
理

解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
『
孝
経
』
が
ど
う
し
て
〔
本

の
〕
根
拠
の
書
と
な
ろ
う
か
。

『
論
語
逢
原
』
は
、
中
井
履
軒
の
経
書
研
究
を
集
大
成
し
た
代

表
的
著
作
、
『
七
経
逢
原
』
の
中
の
―
つ
で
あ
る
。
履
軒
の
経
学
研

究
は
、
初
め
、
通
行
の
版
本
の
欄
外
に
書
き
込
み
を
行
う
と
い
う

形
で
蓄
積
さ
れ
、
『
七
経
離
題
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
履
軒

は
そ
の
後
も
増
補
改
訂
を
重
ね
、
約
三
十
年
間
に
わ
た
る
『
離
題
』

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
『
七
経
離
題
略
』
と
し
て
ま
と
め
直
し
た
。
し

か
し
、
「
略
」
で
あ
る
こ
と
に
満
足
で
き
ず
、
最
後
の
完
成
体
と
し

て
『
七
経
逢
原
』
を
編
纂
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
『
論
語
離
題
』
『
論
語
離
題
略
』
、
そ
し
て
こ
の
『
論

語
逢
原
』
の
解
釈
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
判

明
す
る
。
先
ず
、
『
離
題
略
』
で
『
離
題
』
の
注
釈
が
か
な
り
節
略

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
『
逢
原
』
で
は
、
か
な
り
の
部
分
が
『
離

題
』
並
の
分
量
に
復
旧
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
先
祖
帰
り
で
は
な
か
っ
た
。
履
軒
は
、

こ
の
『
論
語
逢
原
』
の
該
当
章
で
三
条
の
注
釈
を
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
、
第
一
条
の
「
曽
子
平
日
…
…
」
は
『
離
題
』
の
第
一
条

の
前
半
部
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
離
題
』
に
見
ら
れ
た
後
半

部
（
朱
子
『
小
学
書
』
の
影
響
）
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

第
二
条
の
「
以
手
足
…
…
」
は
『
離
題
』
の
第
三
条
と
第
四
条
と

を
一
条
に
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
条
「
先

儒
皆
…
…
」
は
『
離
題
』
の
第
二
条
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
本
章
を
総
括
す
る
注
釈
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
よ
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う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
離
題
』
で
は
、
た
だ
―
つ
だ
け
下
部
欄

外
に
添
え
ら
れ
て
い
た
注
釈
（
第
五
条
）
は
、
こ
の
『
逢
原
』
で

は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
論
語
離
題
略
』
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
『
離
題
略
』
で

や
や
筆
が
走
り
す
ぎ
た
点
を
、
『
論
語
逢
原
』
で
引
き
戻
し
た
と
い

う
形
跡
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
本
章
と
『
孝
経
』
と
の
関
係

で
あ
る
。
本
章
は
長
く
『
孝
経
』
と
の
関
係
で
解
説
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
に
登
場
す
る
曽
子
が
『
孝
経
』
の
著
者
と
目
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
そ
の
要
因
で
あ
る
。

履
軒
は
、
『
離
題
』
で
、
朱
子
『
小
学
書
』
の
影
響
に
つ
い
て
も

指
摘
し
、
「
（
『
孝
経
』
は
こ
の
章
の
解
釈
に
際
し
て
）
登
に
拠
る

べ
き
の
書
な
ら
ん
や
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
『
離
題
略
』
で
は
更
に

「
蓋
し
『
孝
経
』
一
書
、
祟
り
を
作
す
の
み
」
と
、
『
孝
経
』
に
対

す
る
見
方
を
一
層
厳
し
く
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
『
論

語
逢
原
』
で
は
、
「
『
孝
経
』
登
に
据
る
べ
き
の
書
な
ら
ん
や
」
と
、

ほ
ぼ
『
離
題
』
の
表
現
に
引
き
戻
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
論
語
逢
原
』
は
『
論
語
離
題
』
へ
の
単
な
る
復

帰
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
各
注
釈
の
内
容
・
表
現
・
配
置
に
つ
い

て
、
『
論
語
離
題
略
』
を
経
た
後
の
履
軒
の
判
断
が
加
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
履
軒
は
、
『
逢
原
』
に
至
っ
て
初
め
て
「
水
哉
館
学
」

と
署
名
し
、
本
書
に
お
い
て
独
自
の
学
が
完
成
し
た
こ
と
を
表
明

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
曽
子
有
疾
章
の
注
釈
に
お
い
て
も

(
1
)

昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）
に
開
学
し
た
大
阪
大
学
は
、
平
成
十
三

（二

0
0
-
）
年
五
月
、
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
学
内
に
特
設
さ
れ
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ

実
行
委
員
会
は
、
大
阪
大
学
の
源
流
た
る
適
塾
・
懐
徳
堂
を
最
新
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
に
よ
っ
て
顕
彰
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、

平
成
十
三
年
五
月
五
日
・
六
日
、
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
（
大
阪
国
際

会
鏃
場
）
に
お
い
て
、
各
々
の
旧
学
舎
の
C
G
な
ら
ぴ
に
貴
重
資
料
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
し
た
。
そ
の
概
要
、
特
に
恨
徳
堂
C
G
と
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
『
懐
徳
』
第
七
十
号
（
二

0
0
一
年
）
所
収

の
各
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
全
内

容
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
「
懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
コ
ン
テ
ン
ツ
」

（
『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
二
巻
、
二

0
0
二
年

三
月
刊
行
予
定
）
参
照
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
主
内
容
を
更
に
拡
充

し
、
事
典
と
し
て
再
編
し
た
も
の
に
、
湯
浅
邦
弘
編
『
懐
徳
堂
事
典
』

（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二

0
0
一
年
）
が
あ
る
。

(
2
)
湯
浅
邦
弘
・
杉
山
一
也
・
竹
田
健
ニ
・
藤
居
岳
人
・
井
上
了
「
恢
徳
堂

文
庫
所
蔵
『
論
孟
首
章
講
義
』
に
つ
い
て
|
|
＇
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
の
位
置
づ
け
|
_
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
二
七
号
、
二
0
0

注

裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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0
年
）
参
照
。

(
3
)
寺
門
日
出
男
・
湯
浅
邦
弘
・
神
林
裕
子
・
井
上
了
「
『
天
楽
楼
書
籍
遺

蔵
目
録
』
に
つ
い
て
—
ー
懐
徳
堂
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
プ
化
に

向
け
て
ー
ー
＇
」
（
『
懐
徳
』
第
六
九
号
、
二

0
0
一
年
）
参
照
。

(
4
)
懐
徳
堂
研
究
会
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
哲
学
研

究
室
を
事
務
局
と
し
、
学
外
協
力
者
を
含
む
約
十
名
で
組
織
し
た
。
現

時
点
で
の
研
究
会
の
主
な
作
業
は
、
恢
徳
堂
文
庫
貴
重
資
料
の
実
見
調

査
、
書
誌
解
題
の
作
成
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
撮
影
、
特
定
さ
れ
た
資
料

の
全
文
テ
キ
ス
ト
化
、
「
懐
徳
堂
事
典
」
「
懐
徳
堂
関
係
論
著
目
録
」
の

作
成
、
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
の
修
訂
作
業
な
ど
広
範
な
領
域
に

及
ん
で
い
る
。

(
5
)
各
テ
キ
ス
ト
の
詳
細
な
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
注
(
1
)
の
「
懐

徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
コ
ン
テ
ン
ツ
」
参
照
。
ま
た
、
こ
の
内
『
論
語

聞
書
』
と
『
論
語
徴
駁
』
は
恢
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
未
収
録
で
あ

り
、
そ
の
後
の
調
査
研
究
の
成
果
と
し
て
本
稿
に
追
加
し
た
も
の
で
あ

る。

【
付
記
】
本
稿
は
、
平
成
十
三
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研

究
A

「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
懐
徳
堂
研
究
」
（
研
究
代
表

者
・
下
條
慎
司
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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